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短期大学部建設学科建築コース

自然と人間の接面　─Communication Spiral─　中村敏子（平成７年度奨励賞・卒業設計部門）

Metabolic Loop System 櫛田　直（平成７年度桜建賞・卒業設計部門）

建築のおもてなし　塩見理絵（平成７年度桜建賞・卒業設計部門）
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今年度の卒業設計優秀作品を決める第２次提出には，

30余点の作品が出品された。審査は助手以上教室全員お

よび指導に当たった非常勤講師が各５作品を選出し，得

票数の高い作品上位９点について発表が行われた。

卒業設計は学生という自由な立場で，社会的な視座に

立って何かに問題意識をもち展開していくものだと思う

のだが，今年度の作品には，あまり目新しいものが見受

けられなかったように思う。これは，新しいものが見え

にくい今の時代を反映しているのかもしれない。しか

し，作品のプレゼンテーションについては，CGによる

グラフィカルな表現が増えたことは特記できる。評価の

高い作品に共通しているのは，着眼点がよく，ある程度

のリアリティのあるテーマであること，新しい着想と空

間構成に面白さがあること，図面表現，写真，CGなど

によるテーマに見合った表現であること，そして，何よ

りも卒業設計として，何か新しい可能性を感じさせるも

のがあることなどである。また，本学科独自の卒業設計

に環境系・構造系の作品があるが，これらについては，

そのテーマについて，充分に表現する方法を別に考案す

ることも必要だと思う。本年度の作品集は６月中旬に配

布されるので，是非，参考にして欲しい。

（教授／若色峰郎）

卒業設計の審査会を終えて

建築博物館の計画と設計　岩間浩二（平成７年度駿建賞・大学院修士設計）

地域工業活性化拠点及び工場アパートの計画と設計
─東京都荒川区町屋において─
高橋秀司（平成７年度駿建賞・大学院修士設計）



建築学科では，駿河台校舎５号

館９階594号室に学科独自のコン

ピュータ・センタを設置していま

す。このセンタの役割は，建築学

科の学生・大学院生・教員から出

される処理要求に柔軟に対応する

ことであり，これまでも大規模な

数値計算や波形処理など，特徴の

ある使われ方をして教育・研究に

大きな成果を上げてきました。し

かし，現在設置されている機器は

導入後５年を経過し，処理能力の

不足が問題となっていました。ま

た，最近話題になっているインタ

ーネットにも，従来のシステムで

は対応が困難であるといった問題

もありました。

これらの問題を解決し，建築学

科のユーザに快適な計算機環境を

提供することを目的として，新し

いシステムの導入が計画され，４

月１日より本格的な運用を開始す

る準備が整いました。

下の図は，新システムの概要を

簡単に描いたものです。新システ

ムの中心は，６CPUの並列処理で

高い演算性能を発揮するハイエン

ド・エンジニアリング・ワークス

テーション（Fujitsu S-4/1000E,

Host name：leo）です。また，高

速な３次元グラフィックス処理を

行うための専用ワークステーショ

ン（SGI Indigo2 High Impact,

Host name：vela）やグラフィッ

ク処理プログラム開発用のワーク

ステーション等々も設置されてい

ます。さらに，高精細カラープリ

ンタ，ビデオ関係の機器，大型プ

ロッタ等々の高性能な周辺機器も

備えています。

また，ネットワーク環境として

は，建築学科専用のネットワーク

が駿河台校舎に張り巡らされてお

り，特殊な処理を行う場合以外

は，各研究室からオンラインでセ

ンタの機器を利用することができ

ますし，学部のコンピュータをは

じめ，インターネットに接続され

ている世界中のコンピュータとの

通信が可能です。

このセンタの運営には，建築学

科の教員と学生が協力して当たっ

ており，一年中24時間運転をして

いますので，いつでも好きな時に

利用することができます。

このシステムに興味があり，利

用したいと思われる方はユーザ登

録が必要になりますので，管理者

グループの先生方（新谷，橋本，

森泉）に連絡をして下さい。
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日本大学全学ネットワーク 

プリンタの共
有、ハードデ
ィスクの共有
を行います。 
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S4/1000E 
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63GBディスク 
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grus draco
vela

SGI社製の高速 
グラフィックWSです。 
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建築学科・電子計算機センタ・新システムの紹介



◆履修要覧 建築学科を卒業するために必要な条件は，

入学時に配布された「履修要覧」および建築学科履修の

手引きに詳しく記載されている。この履修要覧中の諸規

定は，諸君が卒業するまで変更することなく適用され

る。なお，本年度の３年次編入生には，平成６年度の履

修規定が適用される。

これらの履修規定はカリキュラムの変更にともなって

改訂されることがある。平成５年度（1993）の改正によ

って，１～４年次生と５年次生以上では，それぞれ履修

規定・設置科目が異なっている。

◆相互履修および単位互換制度 平成７年度から，日本

大学相互履修制度がスタートした。これは，所定の手続

きを経て各学部の指定する講義を相互に履修できるよう

にしたもので，合格すれば単位が修得できる。受講可能

学科目，申請手続等はガイダンス時にクラス担任から説

明がある。建築学科では，このようにして修得した単位

を「卒業に必要な単位」には算入しないが，高学年で時

間に余裕があれば，芸術，生産工，経済学部等の講義を

きいて知識を広めるとよい。ただし，キャンパスが離れ

ているので，受講計画には十分注意して，事前に必ずク

ラス担任と相談すること。単位互換制度は，理工学部と

短期大学部間で，それぞれ指定された講義を相互に履修

できるようにしたもので，平成８年度から実施される。

上の相互履修制度の窓口を短大にまで拡げたものと考え

ればよい。詳細情報は教務課の掲示による。

◆他学科設置科目の受講 ２年次は40単位以上，３年次

は85単位以上，４年次は125単位以上を修得し，受講計

画に余裕があって，クラス担任から必要と認められた場

合，受講科目担当師の許可を得て，建築学科以外の学科

に設置された基礎教育および専門教育科目を受講するこ

とができる。詳しくは履修要覧参照。

◆受講届 毎年新学期の受講計画は，指定された期限ま

でに受講届を提出し，教務課に登録されたことを確認し

なければならない。受講届に登録していない科目の試験

を受けて合格しても単位は認められないので，届出・確

認の手続きを必ず自分で行い，控えをとっておくこと。

◆教職課程の受講 中学校および高等学校の教員免許を

取得希望の者は，教職課程科目を受講することができ

る。履修条件その他の詳細は，学部要覧の履修要項〈教

職課程〉を参照されたい。

�履修要項と学科の概要について

１年次生は，ガイダンスの時に配布される平成８年度

理工学部要覧に示された履修要項に従って卒業まで学修

する。この学部要覧には，履修規定，履修方法のほか

に，各年次別の授業科目，単位，履修順序，受講手続き

の方法，受講計画上の注意，教職課程の履修方法および

学生生活に関する情報が掲載されているので，卒業まで

大事に保管し，よく検討して学修計画を立てることが望

ましい。また各授業科目の内容は，学科目概要および学

期初めに科目担当教員から配付される授業計画（シラバ
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１．履修に関する一般事項

平成８年度クラス担任

学年 クラス担任 研究室No.・電話番号（内線）

Ａ 朝倉　徳雄 船・体育館研究室Ｇ 0474-69-5（298）
〃 河内山康子 〃・531 0474-69-5（235）
Ｂ 亀山　征史 〃・531 0474-69-5（274）
〃 稲井田次郎 〃・543-C 0474-69-5（234）
Ｃ 阿部　信博 〃・体育館研究室Ｆ 0474-69-5（464）
〃 諏沢　利明 〃・112 0474-69-5（297）

岡村　武士 〃・大型構造物試験棟 0474-69-5（366）
駿・946 03-3259-0（928）

橋本　　修 駿・583-A 03-3259-0（699）

１組 白井　伸明 駿・431-B 03-3259-0（708）
〃 森泉　和人 〃・　〃 〃
２組 石田　道孝 〃・965 03-3259-0（715）
〃 宇杉　和夫 〃・579 03-3259-0（711）

１組 安達　俊夫 駿・433-A 03-3259-0（696）
〃 山田　雅一 〃・　〃 〃
２組 本杉　省三 〃・578-B 03-3259-0（717）
〃 大川　三雄 〃・587-A,B 03-3259-0（718）

１組 野村　　歓 駿・965 03-3259-0（712）
〃 蜂巣　浩生 〃・453-B 03-3259-0（707）
２組 三橋　博巳 〃・581-B 03-3259-0（705）
〃 斉藤　俊一 〃・431-A 03-3259-0（704）

（残留） 岡田　　章 〃・439-B 03-3259-0（710）

４
年

３
年

２
年

１
年

１年 半貫　敏夫 駿・432-A 03-3259-0（713）

２年 関口　克明 〃・967-B 03-3259-0（719）
船・545-A 0474-69-5（479）

大学院理工学研究科建築学専攻（修士）

１年 横内　憲久 船・237-B 0474-69-5（427）

２年 浅香　勝輔 駿・9121-C 03-3259-0（604）

大学院理工学研究科不動産科学専攻（修士）

■1年次生

平成8年度 履修要項
建築学科 平成8年4月



ス）で知ることができる。

建築学科の概要や教育目標，学修方法，コース（建築

学コースと企画経営コース）選択，その他，具体的な受

講届の書き方などについては，ガイダンス当日に教室主

任およびクラス担任の先生から説明がある。両コースの

履修の詳細については別途配布する「建築学科履修の手

引」を参照されたい。コースの選択・登録は２年次後期

に行われる。

�総合教育・外国語・基礎教育・専門教育科目の履修に

ついて

時間割表でわかるように１年次には大学生にふさわし

い人格形成のため，そしてこれから専門教育を受ける上

で必要と思われる総合教育科目が多数設置されている。

なかでも基礎教育科目の微分積分学，線形代数学，基礎

物理学Ⅰは専門教育の基礎となる重要な科目であるか

ら，できるだけ１年次で単位を修得すること。

外国語科目は，英語を中心に（第１外国語として）受

講し，第２外国語としてドイツ語，フランス語，その他

を選択するとよい。

また，１年次の基礎教育科目（専門教育を受ける上で

基礎となる知識や学力を蓄えることを目標とした科目）

として，建築概論，図学および実習，基礎製図法の３科

目，専門教育科目として，建築の計画と技術，電子演算

Ⅰ，建築基礎実験が設置されている。これらはすべて建

築学の基礎であり，このうち建築概論，基礎製図法，建

築基礎実験は必修科目だから１年次で全ての単位を修得

しておかなければならない。

表１は平成５年入学生の年次別修得単位の平均値であ

る。受講計画の参考にして，１年次では40単位を目標

に頑張ってほしい。あまり欲張って，毎日５時限までビ

ッシリ授業を組む必要はない。卒業までの４年間をどう

過ごすかを十分に考えた上で，受講計画を立てることを

すすめる。

諸君のメインキャンパスは船橋校舎だが，建築設計製

図Ⅰ，Ⅱと材料実験の時には（週１回），駿河台校舎に

通学してもらうことになる。大学の将来を賭けた駿河台

地区再開発プロジェクトが進行中で，すこし変則的なキ

ャンパスの使い方になっており，諸君には不便なことが

多いと思うが，大学の発展のために協力してもらいた

い。

履修規定は昨年の入学時に配布した平成７年度（1995）

学部要覧による。２年次から本格的な専門教育課程に入

る。教育効果を高めるために２クラスに分けて各専門科

目を受講するように時間割が編成されている。クラスは

学生番号が奇数の学生が１組，偶数の学生が２組であ

る。諸君はそれぞれ該当するクラスの時間割に従って，

受講計画を立ててもらいたい。なお，両クラスにまたが

った受講はできない。

２年次設置の専門教育科目はすべて，これから建築を

学んでゆく上の基礎的な科目であるから，時間割に組ま

れたこれらの科目は，単位数からみても全部履修するこ

とが望ましい。とくに，＊印のついた11科目（企画経営

コースは13科目）は「選択必修科目」である。「必修」

と同様に考えて，よく勉強することが必要である。

カリキュラムの系統図や分類については，１年次のガ

イダンスで配布した「建築学科履修の手引」を再読し

て，各学科目の位置づけと相互の関連をよく検討した上

で，選択科目を決めるとよい。なお，３年次終了までに

卒業に必要な単位の3/4にあたる102単位以上を修得して

いないと，４年間で卒業できないので，表１を参考にし

て，時間をかけて受講計画を検討してもらいたい。な

お，受講計画全般については，クラス担任が相談にのっ

てくれる。

２年次に設置されている基礎教育科目は，微分方程

式，数理統計学，材料化学Ａ，応用地質学の４科目10単

位である。卒業条件としては，１年次設置の建築概論，

図学および実習，基礎製図法等を含めて合計14単位以上

を修得すればよい。受講計画上は，３，４年次の構造系

専門科目の基礎として「微分方程式」を，環境工学，都

市計画，建築計画などの計画系専門科目の基礎として

「数理統計学」の受講をすすめる。

諸君は２年次後期に「建築学コース」か「企画経営コ

ース」を選択・登録し，以後はそれぞれのコースのカリ

キュラムに従って，各学科目の選択・受講の計画を立て

ることになる。コース選択の方法は，後日クラス担任お

よび企画経営コース担当の教員から説明がある。なお，

前期に設置されている「不動産科学概論」は企画経営コ

ースの入門的な内容で，両コースの学生がそれぞれ専門

教育科目の一つとして受講できるようになっている。な

お，企画経営コースのＢ系列専門科目は，コース選択が

決定した後期に受講登録できる。

�建築学，企画経営コースの選択と登録について

�基礎教育科目の受講について

�専門教育科目の履修について

■2年次生

表１　平成５年度入学の建築学科学生の年次別修得単位数（平均値）

年次 １年次 ２年次

年次別修得単位数 41 44

累計単位数 41 85
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さきに述べたように，諸君は建築設計製図Ⅰ，Ⅱおよ

び材料実験の講義・実習を駿河台校舎で受ける。１組は

月曜日，２組は木曜日がこれに当てられる。製図も実験

も10数名の小グループに分けて行われるので，それぞれ

のガイダンスには必ず出席すること。駿河台校舎の実験

室は手狭なので，各班ごとに時間をずらして各種実験が

行われることが多い。実験の予定・準備する資料その

他，各種の注意事項が，駿河台５号館５階エレベータホ

ールに掲示されるので，毎週月，木曜日に駿河台校舎に

来たら，必ず掲示を確認すること。

２年次の専門科目を多数落とした場合は，３年次にま

た船橋校舎に通わねばならなくなる。両校舎間の往復に

時間がかかるので，２年次の単位を残すと，受講計画上

非常に不利となるので注意して欲しい。

２年次と同様に３年次（とくに前期）には，建築を学

んでゆく上で基礎となる専門教育科目が多数設置されて

いる。自分の専攻分野を決めるために各方面にわたる科

目を３年次で一通り履修しておくとよい。２年次設置専

門科目を受講する必要のある者は，原則として船橋校舎

の授業を受けなければならない。ただし，今年の３年次

編入生で２年次設置の＊印専門科目を受講する者のため

に，一部の科目については駿河台校舎にも設置してある

ので，時間割表をよく検討して時間の無駄のないように

受講計画を立てること。受講順序は，２年次設置科目か

ら順に受講しなければならない。

なお，３年次編入生は認定単位の制約から，本年度の

受講計画が一番難しい。そこで，編入生に限りクラスを

変更して受講することが認められるので，受講計画立案

の段階でクラス担任によく相談していただきたい。

建築学科の卒業条件としては，必修，選択必修科目を

含めて専門教育科目84単位以上を修得しなければならな

い。また４年次設置の専門科目は，原則として諸君がそ

れぞれ自分の専攻分野を決めてから受講する選択科目だ

から，３年次終了までに専門教育科目の単位は少なくと

も70単位以上修得しておくべきである。

とくに企画経営コースでは，３年次に基礎的かつ重要

�専門教育科目の受講について

�３年次から授業校舎が駿河台校舎に変わることに関連

した注意

�建築設計製図Ⅰ，Ⅱおよび材料実験の受講方法につい

て
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建築構造実験Ⅰ/建築環境実験/建築設計製図Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 

卒業設計 

構造 

卒業研究 

計画，歴史 

材料，施工 

測量及び実習 

建築材料/建築施工法/ 
建築積算 

環境工学Ⅰ,Ⅱ/ 
環境工学演習/ 
建築設備Ⅰ,Ⅱ 

環境工学Ⅲ/建築設備Ⅲ/ 
建築設備演習 

環境 

建築計画Ⅳ,Ⅴ/ 
都市計画Ⅱ/近代建築史Ⅱ/ 
東洋建築史/建築経済/ 
設計演習Ⅰ,Ⅱ/特別講義 

建築法規及び行政/ 
建築計画Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ/近代 
建築史Ⅰ/都市計画Ⅰ/ 
日本建築史/西洋建築史 

応用力学/応用力学演習/構造力学Ⅰ,Ⅱ/ 
構造力学演習Ⅰ,Ⅱ/土質 
基礎工学Ⅰ/鋼構造/ 
鉄筋コンクリート 
構造Ⅰ/振動工学 

構造力学Ⅲ/構造力学演習Ⅲ/土質 
基礎工学Ⅱ/耐震構造/鉄筋コンクリート 
構造Ⅱ/構造設計法及び演習/構造設計/ 
応用弾塑性学/空間構造/ 
構造解析/建築構造 
実験Ⅱ/特別講義 

専門基礎科目 

総合教育科目 

基礎教育科目　建築概論/基礎製図法/図学及
び実習/微分積分学/線形代数学/基礎物理学Ⅰ/
基礎物理学実験/基礎化学実験Ⅱ/微分方程式/
数理統計学/材料化学A/応用地質学 

専門科目 

専門共通科目　建築の計画と技術/一般構法Ⅰ,Ⅱ/ 
電子演算Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ/建築基礎実験/建築材料実験 

企画経営実習 
経済学特論Ⅰ,Ⅱ 
不動産科学概論 
行政法規 
地域開発計画Ⅰ,Ⅱ 
不動産企画及び演習Ⅰ,Ⅱ 
企画設計製図 
人口動態論 
不動産マーケティング 
環境システム解析Ⅰ,Ⅱ 
防災計画Ⅰ,Ⅱ 
卒業企画設計 

建
築
学
科（
企
画
経
営
コ
ー
ス
）
 建築

学科
（建
築学
コー
ス）
 

構造，材料・施工，計画・ 
歴史，環境など図1に示す 

建築学科専門科目 

不動産経営 
不動産特別講義 
不動産私法 

不動産維持管理 
会計学 

鑑定評価理論 
民法Ⅰ,Ⅱ 

図2　企画経営コースの位置づけとB系列専門科目 

土地 

環境 
建築物 

総合教育科目 

基礎教育科目 

建築学科専門基礎科目 

図１　建築学科（建築学コース）設置科目

図２　企画経営コースの位置づけとB系列専門科目



な専門科目が集中設置されているので，これらの単位は

取りこぼしのないようにしなければならない。

諸君が来年度に卒業研究に着手するためには，卒業条

件の単位数136単位の3/4にあたる102単位以上を今年度

中に修得しなければならない。これは，単に３年次まで

に修得した単位の合計ではなく，卒業に必要な単位の合

計が102以上なければならないので充分注意してほし

い。この卒業研究着手条件は厳守され，例外はない。

また，次年度の卒業研究に充分な時間をかけて悔いの

ない大学生活をおくるためには，３年次終了までに修得

する単位総数が，卒業条件として有効な単位だけで少な

くとも120以上あることが望ましい。

建築学コースの４年次生は，卒業研究のほかに必修科

目として「卒業設計」を，企画経営コースの４年次生は

「卒業企画設計」をそれぞれ履修することになる。ただ

し，この必修科目の受講は卒業研究着手者のみに許可さ

れる。一人の学生に二人の指導教官がついて，各学生の

自主的なテーマ設定に基づいて一つの作品を仕上げるの

がこの科目である。履修方法については，３年次の学期

末試験終了時に，クラス担任よりガイダンスが行われ

る。

４年次の新学期で最も大事なことは，諸君のそれまで

の修得単位数によって当該年度に卒業する見込みがある

かどうかの判断が下されることである。卒業見込み者＝

卒業研究着手者であり，大学生活最後の年度は卒業研究

のテーマ設定と指導教官の選択からはじまる。

建築学コース４年次に設置されている専門科目は，２，

３年次の専門科目70～75単位を修得した上で，諸君の将

来の進路なども考慮して，表２に示す計画系，構造系の

分類の中から選択して受講するとよい。受講科目が計

画・構造の両系にまたがってもよいが，自分の得意な分

野を決めてそれを深めながら，時間の余裕があれば，広

く知識を求めるのが理想である。

必修科目16単位，選択必修科目15科目以上を含むA系

列選択科目52単位以上の単位を含めて84単位以上。

たとえば３年次終了までに，卒業条件に合う専門科目

の修得単位総数が70単位だったとすれば，４年次の必修

科目として卒業研究４単位，卒業設計２単位，計６単位

があるから，４年次以上で８単位以上を修得すればよい

ことになる。卒業条件136単位を満たすためには，この

他どの科目区分からでも自由に選べる単位が９単位あ

る。これを仮に専門教育科目でカバーしようとすれば，

８＋９＝17単位であり，４年次前期で十分に修得できる

量である。

必修科目16単位，選択必修科目の中からＡ系列15科目

以上，Ｂ系列11科目以上の単位を含めて84単位以上。

企画経営コース４年次設置の専門科目は，コース独自

のＢ系列科目がほとんどである。各自の卒業研究テーマ

�企画経営コースの専門教育科目に関する卒業条件

�建築学コースの専門教育科目に関する卒業条件

�専門教育科目の受講について

�卒業設計・卒業企画設計（必修，２単位）の受講につ

いて

�卒業研究着手条件について

■4年次生

表２　４年次設置の専門教育科目の分類

（注）特別講義はどちらか一方のテーマを選択・受講する。測量及び実習，
空間構造は計画系の学生にも必要な科目である。

環境・計画系

設計演習Ⅱ �

建築経済 �

建築計画Ⅳ �

建築計画Ⅴ �

都市計画Ⅱ �

環境工学Ⅲ �

建築設備III �

建築設備演習 �

東洋建築史 �

特別講義
デザイン論 �

防災計画Ⅰ �

計　21単位

構造・材料・施工系

建築構造実験Ⅱ �

構造設計 �

測量及び実習 �

特別講義
シェル構造 �

空間構造 �

応用弾塑性学 �

構造解析 �

防災計画Ⅰ �

計　15単位

表３　建築実験の実験項目と担当者一覧

実験科目名と担当責任者 実験項目と担当者

建築基礎実験 構造部材（岡村）
（必修・１単位） 構造強度（斎藤（公），黒木）
（本岡，中山） 振動（石丸，半貫，白井，新谷，森泉）

風洞（三橋，下村，広部）
測定法（本岡，中山）

建築材料実験 セメント・コンクリート実験（岸谷，横
（必修・１単位） 山，中山，依田，平賀）
（三橋） 鋼材実験（平山，半貫，三橋，小久保，

斉藤(俊)）

建築環境実験 騒音実験（木村，井上，荘，橋本）
（必修・１単位） 建築実験（吉田，八町，蜂巣）
（木村，井上） 光実験（関口，橋本）

建築構造実験Ⅰ 光弾性実験（本岡，戸塚，中山）
（必修・１単位） 構造安定実験（斎藤（公），岡村，岡田）
（斎藤(公)，岡田）

建築構造実験Ⅱ 構造実験（白井，清水（泰），森泉）

（選択・１単位） 土質実験（榎並，安達，山田）

（榎並，安達）

（注）各実験項目についての問い合わせは，各担当者の所属する研究室へ，
実験項目の合否その他，総合的な質疑は各担当責任者に問い合わせ
る。
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とも関連づけて，クラス担任と相談のうえ選択するのが

よい。

１～４年次まで設置されている建築実験は，それぞれ

10数名の班単位で行われる。各実験項目についての班分

けや実施日程などは，別にプリントとして新学期の総合

ガイダンス時にクラス担任から配布される。実験科目と

実験項目，担当者一覧を表３に示す。

建築設計製図はⅠ～Ⅲまでが必修で，３年次後期の設

計演習Ⅰと４年次前期の設計演習Ⅱは選択である。設計

演習Ⅰ，Ⅱは，将来，主として設計（デザイン）方面に

進む学生を対象とした課題のほかに，インテリアや

CADに興味をもつ人を対象とした課題によって構成さ

れている。受講計画を立てる時には，自分の進路をよく

考えてから選択してもらいたい。

ただし，建築学科を卒業後，実務経験２か年を経て受

験することのできる１級建築士資格試験の設計製図の課

題内容は，大学で設計製図Ⅲまでを修得していれば充分

対応できる。

�建築設計製図の各科目は，必修，選択ともに同時受講

はできない。また基礎製図法を修得しないで設計製図

Ⅰ，Ⅱを，設計製図Ⅰ，Ⅱを修得しないで設計製図Ⅲ

と設計演習Ⅰを，そして設計製図Ⅲと設計演習Ⅰを修

得しないで設計演習Ⅱをそれぞれ受講することはでき

ない。すなわち設計製図は，設置順に段階的に単位を

修得してゆかねばならない。

�その他，設計製図の受講に関する手続きの詳細は，学

期初めに行う設計製図ガイダンスの際，配布するパン

フレット「建築設計製図の課題及び案内」に記載して

ある。

�設計製図関係科目に関する一般的な連絡は，５号館５

階エレベータホールに掲示する。

�本年度の製図関係科目の事務担当は，表４のとおりで

ある。

建築学科における卒業研究の着手条件は，次のとおり

である。

卒業に必要な科目区分別修得単位総数が102単位以上

であること。この「卒業に必要な科目区分別修得単位総

数」に含まれる専門教育科目以外の単位は，それぞれ科

目区分ごとに，総合教育科目16単位，外国語科目10単

位（英語６単位以上），保健体育科目３単位，基礎教育

科目14単位までとする。上の各科目区分内でそれ以上

修得した単位は，「卒業に必要な修得単位総数」には算

入しない。この条件を満たした学生に対しては，理工学

部より卒業見込証明書が発行される。

卒業研究着手条件を満足する学生は，平成８年１月に

配布された「駿建」のテーマを参考にして，自分の希望

する研究室に卒業研究の申し込みをすることができる。

申し込みの方法などについては，クラス担任から４年

次総合ガイダンスの際に詳しい説明がある。

３年次までは設計製図，実験実習を除けば講堂で講義

を聴講する，いわば一方通行の授業が多かったと思う

が，卒業研究は先生や先輩の大学院生と密接な人間関係

をもつ機会であり，一生の付き合いの第一歩ともなる最

も意義ある科目である。

卒業研究のテーマの選択は必ずしも将来の進路から決

める必要はなく，むしろ大学生活最後の１カ年をいかに

有意義に締めくくるかの観点から選択すべきであろう。
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● 4年次生の卒業研究について（各コース共通）

■建築設計製図の受講について

■建築実験について

表４　平成８年度　建築設計製図担当者一覧

学年 科目 １組 ２組

図学及び演（水） （金）
習（選択） ＊柳田　武　吉野　泰子 ＊石田　道孝　宇杉　和夫

（金）
＊石田　道孝　白江　龍三
宇杉　和夫　小松　清路
小石川正男〈佐藤　慎也〉

（木）
＊宇杉　和夫　若松　久男
片桐　正夫　御手洗昌子
石田　道孝　山崎　敬三
白江　龍三〈佐藤　慎也〉

（木）
＊本杉　省三　野沢　正光
片桐　正夫　吉井　信幸
高宮　真介　橋本　　功
飯塚　　章《佐藤　慎也》

（金）
＊高宮　真介　西野　善介
本杉　省三　横河　　健
今村　雅樹　飯塚　　章
玄・ベルトー進来
曽我部昌史〈大川　三雄〉

（金）
＊高宮　真介　御手洗昌子
柳田　　武　大江　　匡
西野　善介　若松　久男

《大川　三雄》

＊柳田　　武
本山　卓夫

＊根上　彰生
吉井　信幸
白井　　勇
〈宇於崎勝也〉

（火）
＊関沢　勝一
高宮　真介
高　　俊民
〈渡辺　富雄〉

設計演習Ⅱ
（選択）

（水）
＊関沢　勝一　横河　健
若色　峰郎　本山　卓夫
玄　ベルトー進来
吉田　　博《渡辺　富雄》

設計演習Ⅰ
（選択）

（水）
＊若色　峰郎　橋本　　功
関沢　勝一　野沢　正光
吉田　　博　飯田　善彦
大江　　匡　坂　　茂

〈渡辺　富雄〉

建築設計
製図Ⅲ
（必修）

（月）
＊若色　峰郎　白井　　勇
野村　　歓　小川　守之
宇杉　和夫　曽我部昌史
今村　雅樹《八藤後　猛》

建築設計
製図Ⅱ
（必修）

（月）
＊本杉　省三　田中　雅美
若色　峰郎　小松　清路
野村　　歓　小川　守之
染谷　正弘〈八藤後　猛〉

建築設計

製図Ⅰ

（必修）

（水）
＊柳田　武 田中　雅美
染谷　正弘　山崎　敬三
本杉　省三〈八藤後　猛〉

基礎製図
法（必修）

１

２

３

４



大学生活のしめくくりとして，卒業研究を通じて一人の先生と

１年間ひとつのテーマで勉強することは，最も意義あるもののひ

とつである。大学に入って１年，２年，３年，と多くの先生方の

講義を聴くことによって，それぞれの先生のものの考え方を学ぶ

ことは，もちろん，視野を広める上に有益なことであるが，大学

生活最後の仕上げの時期に膝を交えて先生と話し合うことのでき

る卒業研究は，勉強すること以外に人生に関する諸問題も話し合

える機会として，学生諸君にとって大切な場であると思う。した

がって，建築教室としては，諸君の教育の仕上げの場として，卒

業研究を最も大切な科目と考えていることを，まず念頭に置いて

もらいたい。

卒業研究着手の心がまえや手続きについてはクラス担任から詳

しい説明があるが，卒業研究についた先生には，勉強のことはも

ちろん，就職の問題，さらにまた将来は結婚の問題といろいろと

お世話になるものであり，学生諸君はこの卒業研究を完成させる

過程を経て，ほんとうに大学生活を有意義に終わることができる

ものと考えている。

卒業研究について

建築教室関連マップ

５７６Ａ 
輪講 
室Ａ 

５７６Ｂ 
輪講 
室B

５８７A-B 
片桐 
大川 
重枝 

５８８A 
院生 
室 

５８１B 
三橋 

５８２Ａ 
井上 

５８３Ｂ 
院生 
室 

９６５ 
石田 
八藤後 

９６６ 
若色　渡辺 

９６７Ｂ 
関口 野村 

５８３Ａ 
木村 
橋本 

５７７ 
小嶋 
根上 
宇於崎 

５７８ 
高宮 
本杉 
佐藤 

５７９ 
関沢 
柳田 
宇杉 

WC

WC

WC

WC

WC

WC

EV

EV EV

WC EV

４３３Ａ 
榎並 
安達 
山田 

４３２Ａ 
半貫 
森泉 

４３１Ａ 
平山 

斉藤（俊） 

４３９Ａ 
岸谷 

４５８ 
建築第９ 
実験室 

３３４Ｂ 
建築第５ 
実験室 

３３２ 
本岡 

中山（短大） 

４５４ 
石丸 
新谷 

４５３A-B 
吉田 
蜂巣 

４４７ 
建築教室 
事務室 

栗原 
炭谷 

４３１Ｂ 

４３９Ｂ岡田 

４３９Ｃ斎藤 

院
生
室 

院
生
室 

白
井 

５４５Ａ 
教室事務室 

５４５ 
Ｂ 
井出 

５４６ 
Ａ 
黒木 

９１５ 

９２６ 
Ａ 
岡田 

９２６ 
Ｂ 
内藤 

９２６ 
Ｃ 
下村 

中山 
玉木 

横山 

５４６B 
小石 
川 
田所 

５４５Ａ 
吉 野 

5号館4F 9号館2F

3号館3F

4号館5F

9号館6F

5号館8F

5号館7F

4号館3F 4号館4F

9号館1F

9号館 
B1F…建築実験室 

3号館 
B1F…建築第3実験室 

1号館 
B1F…建築第1実験室 

9号館 
B2F…建築実験室 
4F…９４６号室（岡村） 

5号館 
4F…製図室，企画実習室 
5F…製図室，製図準備室，講師室　9F…建築コンピューター室 

 
4号館 
B1F…建築第6実験室 

〈船橋校舎〉 

〈駿河台校舎〉 

短
大
建
築
研
究
室 
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短期大学部における卒業に必要な最低単位の取り方の

概要を示すと下表のようになる。

すなわち２年間で，この表に示すように一般教育・外

国語・保健体育科目から17単位，専門科目から40単位，

合わせて62単位以上を修得しなければ卒業できない。こ

れは短期大学の教育理念が，完成教育を目指したもの

で，諸君の勉強が一方に偏らず，広く建築全般にわたっ

て学修できるようにしたものである。次に，以上のこと

がらをもう少し詳しく説明しよう。

右上の表に示すように一般教育科目・外国語科目・保

健体育科目の３つのグループに分けられる。それぞれの

科目について説明すると，次のようになる。まず，一般

教育科目は３つの分野に分けられる。

ここで卒業に必要な条件は，人文・社会分野・自然分

野から，計10単位以上を修得しなければならない。

次に，外国語科目は４科目・４単位以上，保健体育科

目は講義・実技を含む２科目・３単位以上をそれぞれ修

得し，合わせて17単位以上を修得しなければならない。

専門科目は，必修科目６科目・11単位と，選択必修科

目41科目・76単位に大別される。ここで卒業に必要な条

件は，必修科目11単位，選択必修科目〔Ａ〕，〔Ｂ〕，

〔Ｃ〕，〔Ｄ〕の各系列から，それぞれにきめられた条件

を満たし，合わせて29単位以上を修得しなければならな

い。これは建築を学ぶ者として，知識を広めるために計

画系・構造系の教科を問わず，それぞれの関連性を考

10

■はじめに

卒業に必要な最低単位一覧

一般教育科目 （単位）
（人文，社会，自然分野から） 10
外国語 ４
保健体育科目（必修２科目） ３

小計 17

専門教育科目
必修科目（６科目） 11
選択必修科目 29

小計 40

教養・専門教育科目のうちから ５

合計 62

短期大学部建設学科建築コース（船橋校舎）

学年 クラス担任 研究室No.・電話番号（内線）

佐藤　　勝 船・539 0474-69-5（436）
１年 内藤　正昭 〃・926-B 0474-69-5（433）

吉野　泰子 〃・545-A 0474-69-5（479）

小石川正男 船・546-B 0474-69-5（443）
２年 岡田　　満 〃・926-A 0474-69-5（487）

黒木二三夫 〃・546-A 0474-69-5（444）

■一般教育科目・外国語科目・保健体育科目

■専門科目

科目 単位 履修方法

哲学　Ⅰ ２
哲学　Ⅱ ２
倫理学　Ⅰ ２
倫理学　Ⅱ ２
国語国文　Ⅰ ２
国語国文　Ⅱ ２
日本の文化 ４

法学　Ⅰ ２
法学　Ⅱ ２
経済学　Ⅰ ２
経済学　Ⅱ ２
社会学　Ⅰ ２
社会学　Ⅱ ２
日本の社会 ４

微分積分学　Ⅰ ２
微分積分学　Ⅱ ２
線形代数学　Ⅰ ２
線形代数学　Ⅱ ２
物理学　Ⅰ ２
物理学　Ⅱ ２
物理実験　Ⅰ １
物理実験　Ⅱ １
化学　Ⅰ ２
化学　Ⅱ ２
化学実験　Ⅰ １
化学実験　Ⅱ １

教養ゼミナール ２
総合講座 ２

英語講読　Ⅰ １
英語講読　Ⅱ １
英語表現法　Ⅰ １
英語表現法　Ⅱ １
英語講読　Ⅲ １
英語講読　Ⅳ １
ドイツ語　Ⅰ １
ドイツ語　Ⅱ １
ドイツ語　Ⅲ １
ドイツ語　Ⅳ １
フランス語　Ⅰ １
フランス語　Ⅱ １
フランス語　Ⅲ １
フランス語　Ⅳ １

体育学概論（必修） ２
体育実技　Ⅰ（必修） １
体育実技　Ⅱ １

一
般
教
育
科
目

外
国
語
科
目

保
健
体
育

このうちから10単位以上履修
しなければならない。日本の
文化，日本の社会は，留学生
のみ履修できる。

このうちから４単位以上履修
しなければならない。

短期大学部建築コース
平成8年4月



え，できるだけ広い範囲にわたって各教科を履修できる

ようにしたものである。

専門科目として設置されている科目を以下に示す。

次に必修科目と選択科目の取り方について解説しよう。

設置科目はすべての学生が受講し，その単位を修得し

なければならない。なお，原則として図学及び製図法お

よび建築設計製図Ⅰおよび建築実験Ⅰは１年次におい

て，建築設計製図Ⅱ・Ⅲおよび建築実験Ⅱは２年次にお

いて受講する。

１．図学及び製図法・建築設計製図ⅠおよびⅡ・Ⅲ

設計製図は建築の総合的表現の修得を目的とするもの

であるから，長時間の実技的な修練が必要である。その

ためには，各課題を所定の期間内に確実に完了し，力量

を積み重ねていかなければならない。

受講票は，設計製図専用の受講票を使用するが，これ

はガイダンスの際に配布するので，所要事項を記入し，

写真を貼付して提出すること。

各課題については，それぞれの担当師が中間指導を行

う。中間指導は出題された課題について平面，断面など

スケッチを提出して指導を受ける。中間指導日時と担当

師は課題別に発表される。

なお，病気，事故などで作品を提出できない場合は，

提出日の前後１週間以内に理由書および診断書などを事

務担当に提出し，その指示を受けること。また，図学及

び製図法・建築設計製図Ⅰを修得しないで建築設計製図

Ⅱ・Ⅲを履修することはできない。

２．建築実験ⅠおよびⅡ

実験の内容は次のごとくである。

建築実験Ⅰ 建築実験Ⅱ

（�）構造強度実験 （�）セメント・コンクリート実験

（�）光の実験 （�）振動実験

（�）鋼材実験 （�）風洞実験

（�）梁のたわみ実験 （�）音の実験

学年始めに各担当師より詳細な説明が行われる。実験

は指定の班別によって重複しないように実施されるの

で，スケジュールに従って受講しなければならない。

合格・不合格は出席・レポートの考査により各実験別

に採点し，全実験の総合的な評価によって判定される。

なお，レポート受理の際に受領証を渡すので，合否が

判定されるまで保管すること。

やむを得ない理由等により所定の班および期日に受講

できない場合は，事前もしくは直後に各実験担当師へす

みやかに申し出て指示を受けること。

設置教科は〔Ａ〕～〔Ｄ〕の四つの系列に分けられ，

それぞれ履修方法が決められている。これは履修科目が

一方に偏らず広い分野での履修を望みたいからである。

卒業の条件はこの系列別に必要単位を修得し，合わせて

29単位以上を修得しなければならない。

なお，これは設置教科（単位）のうち，約半数にすぎ

ないが，先に専門科目の履修の項で述べたとおり，でき

るだけ多くの教科を履修することが望ましい。

また，応用力学・構造力学など，演習の設置されてい

る科目は，講義とともに演習も受講しなければならな

い。

設置科目（一般教育科目・外国語科目・保健体育科

目・専門科目）のうちから，自由に５単位以上を修得し

なければならない。

選択必修科目

単 単１年次 ２年次 履修方法位 位

情 報 処 理 Ⅰ ２ 微 分 方 程 式 Ⅰ ２
微 分 方 程 式 Ⅱ ２
統 計 学 Ⅰ ２

A
統 計 学 Ⅱ ２
情 報 処 理 Ⅱ ２
特 別 講 義 ２

応 用 力 学 Ⅰ ２ 構 造 力 学 Ⅲ ２
応 用 力 学 Ⅱ ２ 構造力学演習Ⅲ １
応用力学演習Ⅰ １ 構 造 解 析 ２
応用力学演習Ⅱ １ 構 造 解 析 演 習 １

B 構 造 力 学 Ⅰ ２ 鉄筋コンクリート構造 ２
構 造 力 学 Ⅱ ２ 鋼 構 造 ２
構造力学演習Ⅰ １ 構 造 設 計 法 ２
構造力学演習Ⅱ １ 構 造 設 計 演 習 １

土質及び基礎構造 ２

建 築 計 画 Ⅰ ２ 環 境 工 学 Ⅰ ２
建 築 計 画 Ⅱ ２ 環 境 工 学 Ⅱ ２
建 築 計 画 Ⅲ ２ 建 築 法 規 ２

都 市 計 画 概 論 ２
C

建 築 史 Ⅰ ２
建 築 史 Ⅱ ２
建 築 設 備 概 論 ２
空 間 デ ザ イ ン ２

一 般 構 法 ２ 建 築 施 工 法 Ⅰ ２
D 建 築 材 料 Ⅰ ２ 建 築 施 工 法 Ⅱ ２
建 築 材 料 Ⅱ ２ 測 量 及 び 実 習 ３

合計 26 合計 50

このうちから４単
位以上履修しなけ
ればならない。

このうちから10
単位以上履修しな
ければならない。

このうちから８単
位以上履修しなけ
ればならない。

このうちから４単
位以上履修しなけ
ればならない。

必修科目 単位数

建築実験Ⅰ 〔１〕 １年次

建築実験Ⅱ 〔２〕 ２年次

図学及び製図法 〔２〕
１年次

建築設計製図Ⅰ 〔２〕

建築設計製図Ⅱ 〔２〕
２年次

建築設計製図Ⅲ 〔２〕

■必修科目について

■その他自由選択科目について

■選択必修科目について
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12

専門科目使用教科書並びに参考書 建築学科

（ 教科書 は 太字 ， その 他は 主要参考書 ） 

学 科 目  名 書　　名 編著者 名・ 訳者名 など 発行所名 定　　価 取　扱　所 

全科目共通 共立建築新辞典 建築新辞典編集委員会編 共立出版 5,800 書　店 

建築実験共通 建築実験法 彰国社 4,980 建築研究 室 （船 915） 

応用力学 建築材料力学 

材料力 学 （ 上・ 中） 

材料力 学 （ 上・ 下） 

ELEMENTS OF

STRENGTH OF

MATERIALS

榎並　昭 

チモシェンコ 原著 

訳・ 鵜戸口英善 ， 他２名 

訳・ 倉西正嗣 ， 他２名 

S.TIMOSHENKO,

D.H.YOUNG

彰国社 

東京図書 

裳華房 

丸善 

2,730

（上） 2,500

（中） 2,500

（上） 3,500

（下） 3,300

2,000

榎並研究 室 （ 433-A） 

書　店 

書　店 

書　店 

書　店 

応用力学演習 建築応用力学演習 加藤　渉 ， 榎並　昭 共立出版 2,060 榎並研究 室 （ 433-A） 

構造力学 Ⅰ （甲， 乙） 建築構造力学 齋藤謙次 理工図書 3,605 書　店 

構造力学Ⅱ ， Ⅲ 建築構造力学 

骨組構造 の 解析 

耐震構造 の 設計 

齋藤謙次 

佐藤稔雄 ， 中村恒善 

日本建築学会関東支部 

理工図書 

彰国社 

日本建築学会 

関東支部 

3,605

5,356

5,000

書　店 

書　店 

日本建築学会 、 書店 

構造力学演習Ⅰ ， Ⅱ， 

Ⅲ 

建築構造力学演習 齋藤謙次 理工図書 2,060 書　店 

鉄筋 コンクリート 構 

造Ⅰ ， Ⅱ 

コンクリート 構造 本岡順二郎 彰国社 2,750 本岡研究 室 （ 332） 

鋼構造 鉄骨 の 設計 

鋼構造 の 設計 

鋼構造設計演習 

鋼構造設計規準 

若林　実 

佐藤邦昭 

鋼材倶楽部 

日本建築学会編 

共立出版 

鹿島出版会 

技報堂 

日本建築学会 

2,781

3,502

4,429

5,768

書　店 

書　店 

書　店 

日本建築学会 ， 書店 

土質基礎工学Ⅰ ，Ⅱ テルツァギ ・ペ 

ック 土質力学 

（ 基礎編 ） 

テルツァギ ・ペ 

ック 土質力学 

（ 応用編 ） 

建築基礎構造設 

計指針 

構造用教材 

（ 改訂新版 ） 

星埜 和， 加藤 渉， 三木 

五三郎 ， 榎並 昭 （ 共訳 ） 

星埜 和， 加藤 渉， 三木 

五三郎 ， 榎並 昭 （ 共訳 ） 

日本建築学会 

日本建築学会 

丸善 

丸善 

日本建築学会 

日本建築学会 

2,575

2,700

5,974

1,854

榎並研究 室 （ 433-A） 

書　店 

日本建築学会 ， 書店 

日本建築学会 ， 書店 

構造設計法 および 演 

習， 構造設計 

建築構造設計 

（ 全訂第３版 ） 

建築物荷重指針・ 

同解説 

鉄筋 コンクリート 構 

造計算規準・同解説 

鋼構造設計規準 

鋼構造塑性設計指針 

佐藤稔雄編 

日本建築学会 

日本建築学会 

日本建築学会 

日本建築学会 

理工図書 

日本建築学会 

日本建築学会 

日本建築学会 

日本建築学会 

5,150

7,880

5,974

5,768

3,296

書　店 

日本建築学会 ， 書店 

日本建築学会 ， 書店 

日本建築学会 ， 書店 

日本建築学会 ， 書店 

空間構造 柱 のない 空間 ― スポ 
ーツ ・ イベント ・展 

示 ホール ― 

日本建築学会 彰国社 1900

斎藤研究 

室 （ 439-C） 
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特別講義 

シェル 構造 

テンソルとシェル 理論 
ベクトルとシェル 構造 

西村敏雄 

西村敏雄 

彰国社 

彰国社 

7,004

6,850

西村研究 室 （ 331） 

西村研究 室 （ 331） 

構造解析 建築技術者 のため 
の 有限要素法入門 

佐藤稔雄編著 理工図書 2,884 書　店 

耐震構造 ， 振動工学 構造物 の 動的解析 石丸辰治 2,000 石丸研究 室 （ 454） 

建築材 料 （ 甲・ 乙） 建築材料用教材 日本建築学会編 丸善 1,854 日本建築学会 ， 書店 

建築施工法 ， 建築積算 施工・見積 加藤賢三他２ 彰国社 4,980 半貫研究室 （ 432-A） 

一般構法Ⅰ 木質構造建築読本 
構造用教材 

杉山英男 

日本建築学会 

井上書院 

日本建築学会 

3,800

1,854

書　店 

書　店 

一般構法Ⅱ 建築構法 

建築 の 構造 システム 
内田祥哉 

平山善吉他４ 

市ヶ 谷出版 

理工図書 

2,800

4,800 

書　店 

書　店 

図学 および 実習 建築図学概論 

新建築設計 ノート 

パースの 描き方 

若色峰郎 ， 柳田　武他 

西日本工高建築連盟編 

彰国社 

彰国社 

2,240

1,854

製図準備室 （船 846） 

書　店 

基礎製図法 建築 デザインの 

製図法 から 簡単 

な 設計 まで 

新訂建築製図 

武者英二 ， 永瀬克己 

日本建築学会 

彰国社 

彰国社 

2,369

1,648

書　店 

書　店 

建築概論 建築通論 

建築 への 誘い 

建築通論編集委員会編 

近江　栄 ， 宇野英隆編 

彰国社 

朝倉書店 

3,605

2,600

岡村研究 室 （ 大型構 

造物試験棟 ） 

書　店 

建築計画Ⅰ 建築計画 ノート 宮川英二 理工図書 2,884 書　店 

建築計画Ⅱ 建築計画 宮川英二 ， 関沢勝一他 理工図書 3,260 書　店 

建築計画Ⅲ 設計方法Ⅳ 

―設計方法論 

設計方法Ⅴ 

―設計方法 と 

設計主体 

デザインの 鍵 

設計方法論 

設計 の 選択 

設計 の 設計 

日本建築学会 ， 建築計画委 

員会 ， 設計方法小委員会 

〃 

池辺　陽 

太田利彦 

渡辺　茂訳 

渡辺　茂訳 

彰国社 

彰国社 

丸善 

丸善 

みすず 書房 

みすず 書房 

1,957

2,400

2,200

2,900

書　店 

書　店 

書　店 

書　店 

建築計画Ⅳ 建築計画教科書 

建築計画 

新建築学大系・ 

23 建築計画 

誰 のためのデザイ 

ン ？―認知科学者 

のデザイン 原論 

建築計画教科書研究会編 

前田尚美 ， 佐藤　平他 

原　広司 ， 鈴木成文他 

D.A.ノーマン 

彰国社 

朝倉書店 

彰国社 

新曜社 

3,760

5,562

書　店 

書　店 

書　店 

書　店 

建築計画Ⅴ 障害者 の 生活 と 福祉 

高齢者・障害者 の 住 

まいの 改造 とくふう 

建築設計資料 14 心 

身障害者福祉施設 

設計計画 パンフレット 

「 ハンディキャップ 者 

配慮 の 設計資料 」 

野村　歓他 

野村　歓 

野村　歓 

日本建築学会 

光生館 

保健同人社 

建築資料研究社 

彰国社 

2,200

2,730

3,500

2,266

書　店 

書　店 

書　店 

書　店 

学 科 目  名 書　　名 編著者 名・ 訳者名 など 発行所名 定　　価 

取　扱　所 
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都市計画Ⅰ 都市計画第３版 

日本近代都市計 

画の 百年 

「 都市計画 」 の誕 

生 

日笠　端 

石田頼房 

渡辺俊一 

共立出版 

自治体研究社 

柏書房 

3,811

2,500

3,600

書　店 

書　店 

書　店 

都市計画Ⅱ アーバン ・ デザ 

イン 

都市 の 景観 

実 存・ 空 間・ 建築 

新 しい 都市 デザ 

イン 

都市 のイメージ 

P.D.スプライレゲン 

波多江健郎 (訳)

G.カレン 

北原理雄 (訳)

C.N=シュルツ 

加藤邦男 (訳)

J.バーネット 

倉田直道・洋子 (共訳 )

K.リンチ ， 丹下健三 

富田玲子 (訳)

日本 サムシン 

グ 

鹿島出版会 

（ SD選書 ） 

鹿島出版会 

（ SD選書 ） 

集文社 

岩波書店 

4,800

1,545

1,854

3,605

2,300

書　店 

書　店 

書　店 

書　店 

書　店 

建築法規 および 行政 

短大建築法規 

建築法規 

基本建築関係法令集 
建築法規用教材 

関田一郎 ， 野村　歓 

建設省住宅局建築指導課 

日本建築学会 （ 建築法 

制委員会 ）編 

理工図書 

霞ヶ 関出版 

日本建築学会 

3,760

2,500

1,900

野村研究室 （ 965） 

書　店 

書　店 

日本建築史 日本建築史図集 

日本建築史序説 

日本建築学会編 

太田博太郎 

彰国社 

彰国社 

2,240

2,884

建築史研究 室 （ 587-A,B） 

書　店 

西洋建築史 西洋建築様式史図集 
西洋建築史図集 

太田静六 

日本建築学会編 

理工図書 

彰国社 

2,300

2,575

建築史研究 室 （ 587-A,B） 

建築史研究 室 （ 587-A,B） 

近代建築史 近代建築史図集 

近代建築史概説 

日本建築学会編 

村松貞次郎 ， 山口　広 ， 

山本学治編 

彰国社 

彰国社 

2,240

2,400

南洋堂書店 

書　店 

東洋建築史 東洋建築史図集 日本建築学会編 彰国社 3,193 建築史研究 室 （ 587-A,B） 

環境工学Ⅰ 建築音響 と 騒音 

防止計画 

建築 の 音環境設計 

（ 日本建築学会設計 

計画 パンフレット 4） 

木村　翔 

日本建築学会編 

彰国社 

彰国社 

3,420

2,039

木村研究室 （ 583-A） 

書　店 

環境工学Ⅱ 建築環境工学用 

教材 （ 環境編 ） 

建築気候 

日本建築学会 

斎藤平蔵 

日本建築学会 

共立出版 

1,854

2,900

書　店 

書　店 

環境工学Ⅲ 実務的騒音対策 

指針第二版 

建物 の 遮音設計資料 

日本建築学会編 

日本建築学会編 

技報堂出版 

技報堂出版 

4,500

4,800

木村研究室 （ 583-A） 

書　店 

建築設備Ⅰ ，Ⅱ 建築設備概論 

環境工学用教材 

（ 設備編 ） 

空気調和設備 の 

実務 の 知識 

衛生・給排水設備 

の 実務 の 知識 

暮 らしの 技術 とし 

ての 建築設備入門 

吉田　燦 

日本建築学会編 

空気調 和・ 衛生工学会編 

空気調 和・ 衛生工学会編 

吉田 あきら 他 

彰国社 

日本建築学会 

オーム 社 

オーム 社 

理工図書 

3,914

1,854

4,350

4,330

3,950

吉田研究室 （ 453） 

吉田研究室 （ 453） 

書　店 

書　店 

書　店 

学 科 目  名 書　　名 編著者 名・ 訳者名 など 発行所名 定　　価 

取　扱　所 



学 科 目  名 書　　名 編著者 名・ 訳者名 など 発行所名 定　　価 取　扱　所 

建築設計製図Ⅰ 建築 デザインの 

製図法 から 簡単 

な 設計 まで 

建築設計製図 

建築図面 の 表現 

武者英二 ， 永瀬克己 

日本建築学会 

建築計画設計研究会編 

彰国社 

彰国社 

技報堂出版 

2,369

1,000

3,500

製図準備 室 （ 小石川 ） 

書　店 

書　店 

図学及 び 製図法 建築図学概論 近江　栄 ， 他５名 彰国社 2,240 吉野研究 室 （ 545-A） 

応用力学Ⅰ ， Ⅱ 建築材料力学 

建築応用力学 

榎並　昭 

小野　薫 、 加藤　渉 

彰国社 

共立出版 

2,730

2,266

ガイダンス 時に 指示 

応用力学演習Ⅰ ， Ⅱ 建築応用力学演習 
応用力学演習問 

題解析法 

加藤　渉 ， 榎並　昭 

西村敏雄 

共立出版 

理工図書 

2,060

4.800

ガイダンス 時に 指示 

ガイダンス 時に 指示 

構造力学Ⅰ ，Ⅱ，Ⅲ 建築構造力学 齋藤謙次 理工図書 3,605 内藤研究 室 （ 926-B） 

構造力学演習Ⅰ ， Ⅱ， Ⅲ 建築構造力学演習 齋藤謙次 理工図書 2,060 内藤研究 室 （ 926-B） 

鉄筋 コンクリート 構造 コンクリート 構造 本岡順二郎 彰国社 2,750 中山研究 室 （ 915） 

鋼構造 鉄骨 の 設計 若林　實 共立出版 2,781 黒木研究 室 （ 546-A） 

構造設計演習 わかりやすい 鉄 

筋 コンクリート 

構造 の 設計 

鉄筋 コンクリー 

ト 構造計算規 

準・同解説 

藤田　幹 ， 内藤正昭 

日本建築学会編 

理工図書 

日本建築学会 

3,440

5,974

内藤研究室 （ 926-B） 

書　店 

土質力学 建築基礎構造設 

計指針 

日本建築学会編 日本建築学会 5,974 書　店 

建築計画Ⅰ 建築計画１ 岡田正光他著 鹿島出版会 3,500 小石川研究 室 （ 546-B） 

建築計画Ⅱ 日本住宅 の 空間学 宇杉和夫著 理工図書 未定 小石川研究 室 （ 546-B） 

建築計画Ⅲ 建築計画２ 岡田正光他著 鹿島出版会 4,200 小石川研究 室 （ 546-B） 

環境工学Ⅰ ， Ⅱ 建築環境工学用 

教材・環境編 

建築音響 と 騒音 

防止計画 

建築気候 

日本建築学会編 

木村　翔 

斎藤平蔵 

日本建築学会 

彰国社 

共立出版 

1,854

3,420

3,090

吉野研究室 （ 545-A） 

建築法規 建築基準法法令集 オーム 社編 オーム 社 1,000 書　店 

都市計画概論 都市計画 日笠　端 共立出版 3,500 横内研究 室 （ 237-B） 

建築史Ⅰ 日本建築史図集 日本建築学会編 彰国社 2,240 915室 

建築史Ⅱ 西洋建築史図集 

近代建築史図集 

日本建築学会編 

日本建築学会編 

彰国社 

彰国社 

2,575

2,240

書　店 

書　店 

建築設備概論 建築設備概論 

環境工学用教 材 （ 設備編 ） 
吉田　燦 

日本建築学会編 

彰国社 

日本建築学会 

3,914

1,854

545-A室 

一般構法 建築 の 構造 システム 平山善吉 ， 他４名 理工図書 4,800 内藤研究 室 （ 926-B） 

建築材料Ⅰ ， Ⅱ 建築材料学 

建築材料用教材 

笠井芳夫 ， 他２名 

日本建築学会編 

理工図書 

丸善 

3,600

1,900

横山研究 室 （ 915） 

建築施工法Ⅰ ， Ⅱ 建築生産施工学 毛見虎雄 ， 他２名 理工図書 未定 （ 改訂中 ） 横山研究 室 （ 915） 

情報処理Ⅰ ， Ⅱ FORTRAN 77

プログラミング 

入門 からグラフ 

ィックスまで 

川崎 ， 他共著 培風館 1,980 書　店 

建築実験 建築実験法 彰国社 4,980 内藤研究 室 （ 926-B） 

（ 教科書 は 太字 ， その 他は主要参考書 

主要参考書 

）
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専門科目使用教科書並びに参考書 短期大学部建築コース
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学生の頃は野村先生に指導を受け，障害者の

生活を考慮した住環境や都市環境に関して，幅

広く勉強することができました。先生方の尽力

もあり，大学院(前期課程)を終わってすぐリハ

ビリテーションセンターへ研究員として採用さ

れました。今から15年前のことです。

当時わが国では，福祉やリハビリテーション

の分野で，建築出身の専門職や研究職は，ほと

んどいませんでした。という事情もあり，この

分野に数十年従事している方々が，私の出身学

科を聞いてたいそう驚いていたことを覚えてい

ます。今にして思えば恥ずかしいかぎりです

が，そのつど私は「社会復帰や自立は，物的環

境の整備によって促進されるばかりでなく，障

害そのものが結果的になくなることになりま

す」などと，昨日教えられたばかりのようなこ

とを，ベテラン相手に説明してまわっていまし

た。しかし，私の「解説」は，間もなく必要が

なくなってきました。その後「権利としてのま

ちづくり」や「在宅福祉の重要性」が社会的に

も認められ，多くの自治体でも都市整備や住環

境の改善などが施策に積極的に盛り込まれるよ

うになったからです。

現在では，福祉施策のプログラムの中に，建築

をはじめとした技術系の専門職が入っているこ

とは半ば常識化しています。私たちはそうした

場所で，単に技術的な面でお手伝いするという

役割を越えることが多くなってきました。むし

ろ，積極的に都市や住宅のあり方を提言し，そ

れを利用する人々の生活の質を高めるための方

策を，ともに考えていく重要なメンバーの一人

であることが求められるようになったのです。

このような立場は，時としてたいへんな重荷

に感じることもありました。しかし，最近では

自分の建築という専門の範囲で，技術的に裏付

けのある情報と手段を，必要とする人に適切に

提供できればよい，というように考えるように

なってきました。自分自身の生活を決定するの

は，やはり当事者本人であるという原点に立ち

返ったからです。しかし，技術の中心となる裏

付けのある情報と手段は，残念ながら世界的に

も確立したものは少なく，今後の研究成果が大

いに期待されているところです。

私自身も，こうした障害に合った環境づくり

をテーマとした研究を，大学からの支援もいた

だきながら，それを必要としている人々の中で

15年間行うことができました。こうした恵ま

れた環境もあって，卒業後にも多くのことを学

ぶことができました。このたび，出身大学にお

いて教員となり，研究を続けていくことができ

ることを嬉しく思っています。さらに，これま

で多くの方々から学びとったことを後輩に伝え

ていくことも，私の重要な役割と考えていま

す。私の研究成果や業績についても，不十分な

まま迎え入れていただくことになりましたが，

大学関係者と学生の方への期待に応えていこう

と思っております。

新任教員からのメッセージ①

リハビリテーションの現場から

八藤後　猛

平成4年3月 日本大学理工学部建築学科卒業

平成6年3月 日本大学大学院理工学研究科博士課

程前期建築学専攻修了

平成6年4月 ㈱I.N.A.新建築研究所入社（平成７年12月退職）

昭和52年3月 日本大学理工学部建築学科卒業

昭和55年3月 日本大学大学院理工学研究科博士

課程前期建築学専攻修了

昭和59年3月 同博士課程後期建築学専攻単位取得退学

昭和54年3月 日本大学理工学部建築学科卒業

昭和56年3月 日本大学大学院理工学研究科博士

課程前期建築学専攻修了

昭和56年4月 国立職業リハビリテーションセンター研究部研究

員

平成3年10月 日本障害者雇用促進協会障害者職業総合センター

適応環境担当研究員

昭和61年3月 日本大学理工学部建築学科卒業

昭和63年3月 日本大学大学院理工学研究科博士

課程前期建築学専攻修了

昭和63年～平成元年 D.リベスキント主宰アーキテクチュア・イ

ンタームンディウムに参加

平成6年3月 日本大学大学院理工学研究科博士課程後期建築学

専攻単位取得退学

平成7年2月 一級建築士免許証取得

新任紹介
昭和37年3月　日本大学理工学部建築学科卒業

昭和37年4月　㈱大林組設計部入社（昭和41年3月退職）

昭和41年7月～43年6月　デンマーク国クローン・ラスムッセン設計事務所勤務

昭和43年9月～48年9月　丹下健三＋都市・建築設計研究所勤務

昭和49年2月　計画・設計工房設立、代表取締役

昭和55年4月　谷口建築設計研究所共同設立、取締役

昭和60年5月　谷口建築設計研究所代表取締役

昭和59年4月～61年3月　東海大学工学部建築学科非常勤講師

昭和49年4月～59年3月　日本大学理工学部建築学科非常勤講師

平成元年4月～　日本大学大学院理工学研究科建築学専攻非常勤講師

昭和55年4月　日本建築学会賞受賞

平成4年4月　日経ニューオフィス賞受賞

教授　高宮 真介
たかみや　しんすけ

助手　重枝
しげえだ

豊
ゆたか

助手　佐藤 慎也
さとう　しんや

助手　八藤後
や と う ご

猛
たけし

助手　田所
たどころ

辰之助
しんのすけ



◆概況

平成７年度の卒業予定者（就職・進学者）は，学部

291名，大学院40名，計331名であった。そのうち，就職

希望者は304名であったが，２月末日現在，就職内定者

は274名で，就職内定率は89％となっている。残りの

11％は，本人の意思が決定しない者と，大学院進学者

で，最終的にはほぼ100％となるはずである（表―１）。

以下，学部の就職状況を中心に，今年度の状況について

述べ，次いで平成８年度就職活動に向けての若干の留意

事項を述べたい。

◆求人会社の状況

求人会社数は916社（表―２）と前年度に比べて約

10％減少した。これは明らかに経済不況の影響が現われ

たものと考えられる。以下，前年度と比べて各業種別に

その特徴的なことについてみると，

１．建設業は363社であり，数の上で前年度の378社より

少ない求人件数であった。また，大手企業の求人数は

昨年の７割ほどに減少し，一昨年来の採用手控えが色

濃く現われ，その分，就職の窓口は狭いものとなった。

２．設計事務所・インテリア・コンサルタントは昨年に

比べ約９割に減少，また，コンピューター・情報も昨

年の約６割ほどに激減している。

３．住宅・不動産，設備については，昨年よりやや減少

したものの，求人数では昨年より上回った。

求人社数および求人数は，景気の低迷を反映して全体

に減少傾向にあり，中でも大手企業の採用人数の減少が

深刻な不況を反映している。

◆内定者の内訳

内定者の業種別内訳について特徴的なことは，次の通

り。

１．建設業への内定者は全体の約３割弱で，昨年とほぼ

同率であった。しかし，大手５社（竹中，清水，鹿

島，大成，大林）への決定者は，昨年度は36名であっ

たのに対し，今年度は17名と一昨年度に続き減少して

おり，建設業界の不況をはっきり示している。

２．設計事務所への内定者も，昨年に比べ若干減少した

が（比率で約１％），地方中小事務所での採用があっ

たため，大きな落ち込みはなかった。しかし，大手事

務所の採用は激減している。

３．住宅・不動産・設備は求人会社数，求人数ともに昨

年より減少したにもかかわらず，内定者数は昨年の75

名を上回る88名となっている。これは，住宅産業への

希望者が多いことと，業界が元気であることを反映し

ているとともに，教室推薦内定者もいるが，全体に自

由応募が多く，しかも就職戦の序盤に動き始める特異

な業界であることが作用している。近年，この分野へ

の就職者数の比率が建設業のそれに近づきつつあるこ

とが注目される。

４．官公庁・法人への内定者は８名（2.4％）と，実数，

比率とも昨年より一段と減少している。経済不況下に

あって，この分野へのチャレンジが強く求められる。

◆平成８年度に向けて

以上述べたように，就職戦線は長引く経済不況の影響

を大きく受けて，低迷している。

さらに，日本の産業構造の組み直しと，国際的自由化

に向けて体質の改善が進められている日本経済の現況の

中に，身を投じてゆくことを認識しなければならない。

今年度の新しい傾向としてすでに見られている，大手

志向，大都市所在企業にとらわれず，自分の適性をよく

見極め，21世紀を担う企業を見つけるよう情報を集め，

十分な対策を立てることを期待したい。

（平成７年度就職担当：片桐正夫）

平成7年度 建築学科就職状況
建築学科就職事務室

平成8年3月

1,009916求 人 会 社 数 

42（７） 50（４） 312（ 70） ６ （１） 40（６） 291（ 59） 就 職 ・ 進 学 者 数 

２ （２） １ （１） 63（７） １ ２ 55（８） 大学院進学者 数 （ 研究生・留学生含む ） 

95.0％ 92.5％ 96.1％ 100％ 86.3％ 90.8％ 内 定 者 ／ 希 望 者 数 

40（５） 49（４） 249（ 63） ５ （１） 38（６） 236（ 51） 就 職 内 定 者 数 

42（９） 53（５） 259（ 74） ５ （１） 44（８） 260（ 59） 就 職 希 望 者 数 

不動産 建築 不動産 建築 

大学院 
学部 

大学院 
学部 

平成６年度 平成７年度 

注： （ ） 内は女子内数 表―１　就職状況の概況 

17

表―２　月別求人件数 

1,009913合計 

10２月 

22１月 

6112月 

0611月 

71210月 

3017９月 

2419８月 

101108７月 

313289６月 

430352５月 

82107４月 

前 （６） 年度 平成７年度 
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Ｊ 

Ｉ 

Ｈ 

Ｇ 

Ｆ 

Ｅ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

331（ 65） 

40（ 6 ） 291（ 59） 
916総　　　　　　　計 

0.602（ 1 ） 自 営 業 

17.2255（ 8 ） 大 学 院 進 学 
（ 留学 ， 研究生含む ） 

法 人 

2.4265官 公 庁 

79.836（ 6 ） 228（ 50） 9（ 1 ） 46（ 20） 7（ 1 ） 38（ 12） 20（ 4 ） 144（ 16） 911339335237小　　　　　　　計 

4.56（ 2 ） 901026（ 2 ） 688152944製造業・営繕・その他 

0.602（ 2 ） 01（1） 01（ 1 ） 0011371コンピューター・情報 

2.41（ 1 ） 7（ 4 ） 01（1） 001（ 1 ） 6（ 3 ） 95194432建材・エンジニアリング 

16.616（ 1 ） 39（ 20） 9（ 1 ） 29（ 16） 68（ 4 ） 121971424312設計事務所・インテリア 

3.028（ 2） 0002（ 1 ） 26（ 1 ） 84253524設 備 

23.61（ 1 ） 77（ 10） 031（ 1 ） 12（ 3 ） 062（ 7 ） 73163225住 宅 ・ 不 動 産 

29.010（ 1 ） 86（ 12） 011（ 4 ） 013（ 3 ） 10（ 1 ） 62（ 5 ） 36311914599建 設 業 

大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 

計 小企業 中企業 大企業 
計 小企業 中企業 大企業 

内定者 

数割合 

内 定 者 数  求 人 会 社 数  

表―３　求人・内定者の内訳 

以下の統計は学部 ， 大学院建築学専攻に関するものである 。 
注：大企業…従業員 500名以上 ， 中企業…従業員 100名以上 ， 小企業…従業員 100名以下 ， （ ） 内は女子内数 。 求人会社数…再募集及び分類不明は除く 。 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

竹 中 工 務 店 １ １ 共 立 建 設 １ 

清 水 建 設 １ １ １ １ ２ ナ カ ノ コ ー ポ レ ー シ ョ ン １ 

鹿 島 建 設 ３ １ � ４ � イ チ ケ ン １ 

大 成 建 設 ５ １ １ � １ ５ ３ � 北 野 建 設 １ 

大 林 組 １ １ 穴 吹 工 務 店 １ 

戸 田 建 設 １ １ 馬 淵 建 設 １ 

熊 谷 組 １ ２ ３ 東京鉄骨橋梁製作所 １ 

フ ジ タ １ １ １ １ ナ イ ス コ ー ポ レ シ ョ ン １ 

三 井 建 設 １ � １ � 岩 田 建 設 １ 

間 組 １ １ 奈 良 建 設 １ 

佐 藤 工 業 １ １ 相 鉄 建 設 １ 

西 松 建 設 １ １ 細 田 工 務 店 １ 

東 急 建 設 １ １ � １ � １ 小 原 建 設 １ ２ 

五 洋 建 設 １ １ ２ 島 村 工 業 １ 

飛 鳥 建 設 １ １ 小 川 建 設 １ 

東 亜 建 設 工 業 ２ ２ ク レ ハ 建 設 １ � 

住 友 建 設 １ １ ２ 山 田 建 設 １ 

鉄 建 建 設 ３ ３ 須 山 建 設 １ 

銭 高 組 １ １ １ １ 紅 梅 組 １ 

日 本 国 土 開 発 １ １ ナ ミ キ 建 設 １ � 

浅 沼 組 １ １ 大 井 建 設 １ 
長谷 工 コ ー ポ レ ー シ ョ ン １ １ 池 工 務 店 １ � 

東 海 興 業 １ １ アイ ・ ピー ・ 21 １ � 

日 産 建 設 １ １ ノ グ チ １ 

川 田 工 業 ２ ２ 高 山 工 業 １ 

大 豊 建 設 １ １ 東 建 設 １ 

大 本 組 １ １ シ ミ ズ ・ ビ ル ラ イ フ ケ ア １ � 

森 本 組 ２ ２ 平 成 建 設 １ 

オ リ エ ン タ ル 建設 １ １ イ ト ー １ � 

大 末 建 設 １ １ 谷 津 建 設 １ 

本 間 組 １ １ 大 場 建 設 １ 

真 柄 建 設 １ １ 松 原 工 務 店 １ 

大 旺 建 設 １ １ � １ � 大 黒 商 工 １ � 

東 鉄 工 業 １ １ 昭 和 鉄 工 １ 

東急 コ ミ ュ ニ テ ィ ー １ � １ � 大 和 建 設 １ 

総　計 43� ４ ７ ２ ６ � ２ � 30� ２ 

学部 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

１ 

１ 

１ � 

１ 

１ 

１ 

１ � 

１ 

１ � 

１ � 

１ 

１ 

１ 

１ � 

１ 

１ � 

１ 

１ 

１ 

１ � 

１ 

１ 

86� 

大学院 

１ 

10� 

会　社　名 
教室推薦 研究室推薦 縁故推薦 自由応募 計 

会　社　名 
教室推薦 研究室推薦 縁故推薦 自由応募 計 

表―４ A 就職先 の 内訳 〔 建設 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は女子内数 



19

表―４ B 就職先 の 内訳 〔 住宅・不動産 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

積 水 ハ ウ ス １ � 17 18� 富 士 ハ ウ ス １ １ 

大和 ハウス 工業 ９ � １ � ８ 18� 野 村 ホ ー ム １ � １ � 

ナ シ ョ ナ ル住宅産業 １ １ 三 和 ホ ー ム １ � １ � 

住 友 林 業 ２ ２ 東急 アニックス １ １ 

旭化成 ホームズ １ � ５ ６ � ホ ー ム イ ン グ １ １ 

殖 産 住 宅 相 互 １ １ ナ プ コ ホ ー ム １ １ 

大 京 ３ ３ 三 交 不 動 産 １ １ 

ミ サ ワ ホ ー ム １ １ 千葉 ミサワホーム １ １ 

三 井 木 材 工 業 １ � １ � ミ サ ワ ホ ー ム 
エ ン ジ ニ ア リ ン グ 

１ � １ � 

エイブル 不動産 １ � １ � エ ル カ ク エ イ １ １ 

エ ス ・ バ イ ・ エ ル １ １ 信州 ミサワホーム １ � １ � 

大 和 団 地 １ １ パナホーム 山梨 １ １ 

中 央 住 宅 ４ ４ 東京中央 パナホーム １ １ 

エ ム デ ィ ア イ １ １ 旭化成ス ク ラ ム ハ ウ ス ２ ２ 

ス タ ー ツ １ １ 平 和 地 所 １ １ 

リ ク ル ー ト コ ス モ ス ２ ２ 

総　計 11� ０ ３ � ０ ０ ０ 63� １ � 77� １ � 

教室推薦 教室推薦 研究室推薦 研究室推薦 縁故推薦 縁故推薦 自由応募 自由応募 計 計 
会　社　名 

表―４ D 就職先 の 内訳 〔 設計事務所・ インテリア ・ コンサルタント 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

エヌ・ティ・ティ・ 
フ ァ シ リ テ ィ ー ズ １ １ 新 環 境 設 計 １ � １ � 

久 米 設 計 １ １ 長谷川逸子建築計画工房 １ １ 

山 下 設 計 １ １ 土屋建築研究所 １ � １ � 

安井建築設計事務所 １ １ 池永設計事務所 １ １ 

松 田 平 田 １ １ プ ラ ン テ ッ ク 
総 合 計 画 事 務 所 

１ １ 

佐 藤 総 合 計 画 １ １ 設 計 工 房 １ １ 

東京 ソ イ ル リ サ ー チ １ １ O A C 設 計 ２ � ２ � 

秀 光 １ � １ � CORE建築・都市・ 
設 計 事 務 所 

１ � １ � 

日 総 建 １ １ デ ザ イ ン シ ョ ッ プ 
建 築 設 計 事 務 所 

１ １ 

教育施設研究所 １ １ 一 級 建 築 士 事 務 所 
伊藤昭宏設計事務所 

２ � ２ � 

伊藤喜三郎建築研究所 １ １ � １ １ � ２ 横山建築構造設計事務所 １ １ 

東 光 園 １ � １ � 東 建 設 計 １ � １ � 

桂建築設計事務所 １ � １ １ １ � 白川直行 アトリエ １ � １ � 

大 一 １ � １ � 加藤設計事務所 １ � １ � 

高橋上田設計事務所 １ １ NAC設計事務所 １ � １ � 
日 東 紡 音 響 
エ ン ジ ニ ア リ ン グ 

１ １ 小林建築事務所 １ １ 

須田建築設計事務所 １ １ ファーム イン １ １ 

丸川建築設計事務所 １ � １ � 渡辺明建築設計事務所 １ � １ � 

玉 岡 設 計 １ １ 岡 本 工 務 店 
一 級 建 築 士 事 務 所 

１ � １ � 

大栄建築事務所 ２ � ２ � 汎建築企画設計事務所 １ � １ � 

入江三宅設計事務所 １ １ １ １ 共 同 設 計 １ � １ � 

高松伸建築設計事務所 １ １ 野沢正光建築工房 １ １ 

広 建 設 計 １ １ 一級建築士 アルテワン １ １ 

昭 和 ２ ２ 

総　計 １ ０ ４ � ６ � １ ０ 33� 10 39	 16� 

教室推薦 教室推薦 研究室推薦 研究室推薦 縁故推薦 縁故推薦 自由応募 自由応募 計 計 
会　社　名 

表―４ C 就職先 の 内訳 〔 設備 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

関 電 工 １ １ 協 和 建 興 １ １ 

タ カ ラ ス タ ン ダー ド １ １ 三 冷 社 １ １ 

新 菱 冷 熱 工 業 １ １ 川 崎 設 備 工 業 １ １ 

三 建 設 備 工 業 １ １ 丸 紅 設 備 １ � １ � 

フ ジ マ ッ ク １ � １ � 共 和 化 工 １ １ 

総　計 １ １ １ ０ １ � ０ ５ � １ ８ � ２ 

教室推薦 教室推薦 研究室推薦 研究室推薦 縁故推薦 縁故推薦 自由応募 自由応募 計 計 
会　社　名 
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表―４ E 就職先 の 内訳 〔 建材・ エンジニアリング 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

ト ス テ ム ３ ３ フ ォ ー ラ ム 
エ ン ジ ニ ア リ ン グ １ � １ � 

大 建 工 業 １ � １ � 伸 栄 工 業 １ � １ � 

神 鋼鋼 線 工 業 １ � １ � １ � １ � 

総　計 ０ ０ ２ � １ � ０ ０ ５ � ０ ７ 
 １ � 

会　社　名 
教室推薦 研究室推薦 縁故推薦 自由応募 計 

会　社　名 
教室推薦 研究室推薦 縁故推薦 計 

表―４ F 就職先 の 内訳 〔 コンピューター ・情報 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

日本 テ レ コ ム マ ッ ク ス １ � １ � ソ リ ッ ド １ � １ � 

総　計 ０ ０ ０ ０ １ � ０ １ � ０ ２ � ０ 

会　社　名 
教室推薦 研究室推薦 縁故推薦 自由応募 計 

会　社　名 
教室推薦 研究室推薦 縁故推薦 計 

表―４ G 就職先 の 内訳 〔 製造業・営繕・ その 他〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

新 日 本 製 鉄 １ � １ � サ イ ゼ リ ア １ １ 

東 京 電 力 １ １ ソニーファシリティ 
サ ー ビ ス 

２ ２ 

東 京 ガ ス ２ � ２ � 那 須 電 機 鉄 工 １ １ 

旭 化 成 工 業 ２ ２ 大 都 販 売 １ １ 

山 九 １ １ 日 立 機 材 １ １ 

三 菱 製 鋼 １ １ 一 本 堂 １ １ 

総　計 １ １ ２ ３ � ０ ０ ６ ２ � ９ ６ � 

教室推薦 教室推薦 研究室推薦 研究室推薦 縁故推薦 縁故推薦 自由応募 自由応募 計 
会　社　名 

計 

表―４ H 就職先 の 内訳 〔 官公庁・法人 〕 注：㈱ は 省略　 （ ） 内は 女子内数 

学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 学部 大学院 

建 設 省 １ １ 千 葉 県 庁 １ １ 

建設省九州地方建設局 １ １ 山 口 県 庁 １ １ 

新 潟 県 庁 １ １ 首都高速道路公団 １ １ 

埼 玉 県 庁 １ １ 日 本 道 路 公 団 １ １ 

総　計 ６ ２ ６ ２ 

教室推薦 教室推薦 研究室推薦 研究室推薦 縁故推薦 縁故推薦 自由応募 自由応募 計 計 
会　社　名 

学部 大学院 計 

日本大学大学院 51� 2 53� 

日本大学研究生 １ 0 １ 

東京大学研究生 ２ � 0 ２ � 

留　　　　　学 １ � 0 １ � 

総　計 55� 2 57� 

表―４ I 就職先の内訳 〔 大学院 〕 
（ ） は女子内数 

学　部 大学院 計 

建設業 ２ � ０ ２ � 

総　計 ２ � ０ ２ � 

表―４ J 就職先の内訳 〔 自営業 〕 
（ ） 内は女子内数 

学　部 大学院 計 

教 室 推 薦 60 6 66

研究室推薦 19 12 31

縁 故 推 薦 10 2 12

自 由 応 募 139 16 155

総　　計 228 36 264

注：官公庁 ， 法人 ， 大学進学 ， 自営業を除く 

表―５　企業内定の応募方法 



2084 川嶋　　勝　近江研究室 2287 吉田　淳子　若色研究室 2158 高橋　芳幸　三橋研究室

2231 広瀬　圭太　野村研究室 2286 吉田　俊也　木村研究室 4026 岡田洋一郎　短期大学部

2037 今井　克彦　斎藤研究室 2001 赤井　泰介　岸谷研究室 4006 阿部　真弓　短期大学部

2269 矢後佐和子　木村研究室 2195 中村　敏子　若色研究室 4101 山我　信秀　短期大学部

M-4011 尾崎　充男 「鉄骨ALC系住宅の重量床衝撃音対策に関する研究」 指導：木村　翔教授，井上勝夫助教授

M-4029 関原　宏行 「液状化発生時の地震動強さに関する仮動的実験」 指導：榎並　昭教授，安達俊夫助教授

M-4006 岩間　浩二 「建築博物館の計画と設計」 指導：若色峰郎教授

M-4024 島津　秀和 「反射音の水平方向情報に着目したホール音場の空間印象評価に関する研究」

指導：木村　翔教授

M-4031 高橋　秀司 「地域工業活性化拠点及び工場アパートの計画と設計　―東京都荒川区町屋において―

指導：小嶋勝衞教授

M-4016 北川和華子 「確率統計的地震応答解析法の研究」 指導：石丸辰治教授

M-4034 寺嶋　知宏 「点支持されたガラスパネルの風荷重時における力学特性に関する研究」 指導：斎藤公男教授

2060 大山　浩司　2124 佐藤　栄　2183 寺岸　歩　4831 長谷川博亮 「内発型リゾート開発の地域に与える影響に

関する研究―長野県野沢温泉村の産業関連分析―」 指導：小嶋勝衞教授，根上彰生専任講師，宇於崎勝也助手

2084 川嶋　勝 「建築専門出版社「洪洋社」の業績と史的評価―社主・高梨由太郎（1882～1938）の出版活動とそ

の時代背景」 指導：近江　栄教授，大川三雄助手

2093 久保田　淳　2190 中島めぐ美 「テンション・グリッド・ドームの力学特性に関する基礎的研究

指導：斎藤公男教授，岡田　章助手

2104 河野　良彦　2144 須賀　啓晶　2164 田島　徹也　「柱・梁接合部せん断破壊及び付着割裂破壊を考慮した

RC構造物の耐震性能評価についての検討」 指導：白井伸明助教授，森泉和人助手，清水　泰非常勤講師

2092 櫛田　直　「Metabolic Loop System」 指導：若色峰郎教授、安達俊夫助教授

2130 塩見　理絵　「建築のおもてなし」 指導：近江　栄教授，岡村武士助教授

4020 上原　聡　「萩原朔太郎記念館」 指導：小石川正男（短大）助教授

4091 古田美智子　「博多屋台横町」 指導：小石川正男（短大）助教授

M-4039 原　安芸子　「重度・重複障害児の養護学校におけるサニタリー・スペースのあり方に関する研究―国立

久里浜養護学校のケース・スタディを通して―」 指導：関沢勝一助教授

M-4038 沼倉　隆人　「広範囲の材料強度を考慮したRC造耐震壁のせん断強度のマクロモデル」

指導：半貫敏夫教授，白井伸明助教授

2195 中村　敏子　「自然と人間の接面―Communication Spiral―」 指導：若色峰郎教授，安達俊夫助教授

2207 似内　俊也　2218 林　誠　2270 安江　寿弘　「城ヶ島再開発計画―本当のリゾートを求めて―」

指導：小嶋勝衞教授，三橋博巳助教授，柳田　武専任講師，石田道孝専任講師，根上彰生専任講師
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平成７年度修了生・卒業生各賞受賞者一覧
優等賞

齋藤賞

駿建賞

駿構賞

桜建賞

〈卒業研究〉

〈卒業設計〉

〈短期大学部
卒業設計〉

〈修士論文〉

〈卒業設計〉

奨励賞

企画奨励賞



M-4001 相原　弘光　身体障害者へのボランティア活動 所属：吉田研究室

M-4005 稲川　明彦　身体障害者へのボランティア活動 所属：吉田研究室

2130 塩見　理絵　1994日本建築学会設計競技 全国入選（佳作） 所属：近江研究室

2217 濱田　栄司　1994日本建築学会設計競技 全国入選（佳作） 所属：若色研究室

2251 松坂　亮一　建築学科卒業アルバム編集幹事 所属：関沢研究室

2253 的場　喜郎　1995日本建築学会設計競技　全国入選（優秀作品） 所属：関沢研究室

4026 岡田洋一郎　クラス幹事としての業績 短期大学部

4006 阿部　真弓　クラス幹事としての業績 短期大学部

M-4001 黒木　　茂　「地区計画制度による規制誘導の物理的・経済的効果に関する研究―東京都区部における市

街地整備の事例分析を通して―」 指導：小嶋勝衞教授，根上彰生専任講師

M-4005 三好健太郎　「都市内運河の環境価値に関する研究」 指導：横内憲久教授

M-4004 平塚　美香　「中規模都市における未利用エネルギー活用計画に関する研究」

指導：石田道孝専任講師，木村　宏講師

＊日本環境管理学会から，不動産科学専攻にその運営を委託された基金をもとにして，平成７年度に新設された賞である。大学院の優秀修

士論文に対して贈られる。

学生番号 氏　名 就職先 論文題目

本岡順二郎教授 ・建築学専攻・

D-3002 尹　　元奎 プレキャスト・プレストレストコンクリート柱の復元力特性に関す

る実験的研究

近江　栄教授 ・建築学専攻・

D-1002 矢代　真己 建築家マルト・スタムの事績と建築理念に関する研究

―近代ヨーロッパ建築史上の評価―

D-2002 濱嵜　良実 世紀転換期のオランダ近代建築にみる設計方法論の形成過程とその

影響に関する研究

―建築家J. L.Mラウヴェリスクの諸活動を通じて―

学生番号 氏　名 就職先 論文題目

石丸辰治教授 ・建築学専攻・

M-4007 太田　正也 東急建設㈱ 履歴型エネルギー吸収を含めたTMD制振構造物の地震応答特性につ

いて

M-4016 北川和華子 大成建設㈱ 確率統計的地震応答解析法の研究

榎並　昭教授・安達俊夫助教授 ・建築学専攻・

M-4029 関原　宏行 清水建設㈱ 液状化発生時の地震動強さに関する仮動的実験

桜工賞

不動産科学専攻研究奨励賞

日本環境管理学会会長賞＊

卒業生就職先・研究課題一覧 平成7年度

大学院博士後期（博士）課程

大学院博士前期（修士）課程
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M-4001 相原　弘光　身体障害者へのボランティア活動 所属：吉田研究室

M-4005 稲川　明彦　身体障害者へのボランティア活動 所属：吉田研究室

2130 塩見　理絵　1994日本建築学会設計競技 全国入選（佳作） 所属：近江研究室

2217 濱田　栄司　1994日本建築学会設計競技 全国入選（佳作） 所属：若色研究室

2251 松坂　亮一　建築学科卒業アルバム編集幹事 所属：関沢研究室

2253 的場　喜郎　1995日本建築学会設計競技　全国入選（優秀作品） 所属：関沢研究室

4026 岡田洋一郎　クラス幹事としての業績 短期大学部

4006 阿部　真弓　クラス幹事としての業績 短期大学部

M-4001 黒木　　茂　「地区計画制度による規制誘導の物理的・経済的効果に関する研究―東京都区部における市

街地整備の事例分析を通して―」 指導：小嶋勝衞教授，根上彰生専任講師

M-4005 三好健太郎　「都市内運河の環境価値に関する研究」 指導：横内憲久教授

M-4004 平塚　美香　「中規模都市における未利用エネルギー活用計画に関する研究」

指導：石田道孝専任講師，木村　宏講師

＊日本環境管理学会から，不動産科学専攻にその運営を委託された基金をもとにして，平成７年度に新設された賞である。大学院の優秀修

士論文に対して贈られる。

学生番号 氏　名 就職先 論文題目

本岡順二郎教授 ・建築学専攻・

D-3002 尹　　元奎 プレキャスト・プレストレストコンクリート柱の復元力特性に関す

る実験的研究

近江　栄教授 ・建築学専攻・

D-1002 矢代　真己 建築家マルト・スタムの事績と建築理念に関する研究

―近代ヨーロッパ建築史上の評価―

D-2002 濱嵜　良実 世紀転換期のオランダ近代建築にみる設計方法論の形成過程とその

影響に関する研究

―建築家J. L.Mラウヴェリスクの諸活動を通じて―

学生番号 氏　名 就職先 論文題目

石丸辰治教授 ・建築学専攻・

M-4007 太田　正也 東急建設㈱ 履歴型エネルギー吸収を含めたTMD制振構造物の地震応答特性につ

いて

M-4016 北川和華子 大成建設㈱ 確率統計的地震応答解析法の研究

榎並　昭教授・安達俊夫助教授 ・建築学専攻・

M-4029 関原　宏行 清水建設㈱ 液状化発生時の地震動強さに関する仮動的実験

桜工賞

不動産科学専攻研究奨励賞

日本環境管理学会会長賞＊

卒業生就職先・研究課題一覧 平成7年度

大学院博士後期（博士）課程

大学院博士前期（修士）課程
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木村　翔教授・井上勝夫助教授 ・建築学専攻・

M-4011 尾崎　充男 旭化成工業㈱ 鉄骨ALC系住宅の重量床衝撃音対策に関する研究

M-4012 加藤　丈晴 舞台内音場の初期応答性状と演奏者・聴衆の主観評価に関する研究

M-4024 島津　秀和 ㈱関電工 反射音の水平方向情報に着目したホール音場の空間印象評価に関す

る研究

M-4028 鈴木　久恵 公団分譲住宅居住者による住戸の総合評価と音環境に対する満足度

に及ぼす要因に関する研究

M-4033 千代反田誠 衝撃入力を受ける有限長板の有効振動質量と音響放射特性に関する

研究

小嶋勝衞教授・根上彰生講師 ・建築学専攻・

M-4031 高橋　秀司 地域工業活性化拠点および工場アパートの計画と設計

―東京都荒川区町屋において―

M-4050 高橋　　巌 タバアーキテクツ 情報化社会の進展に伴う本社業務施設の立地動向に関する研究
―都心３区における本社機能の動向を中心に―

小谷喬之助教授・本杉省三助教授 ・建築学専攻・

M-4018 小室　光矢 ㈱入江三宅設計事務所 視覚障害１級に対する美術館・ギャラリーにおける展示方法とその

計画の基礎的研究

斎藤公男教授 ・建築学専攻・

M-4022 三瓶　智康 ㈱久米設計 空間構造のディテールと表現に関する一考察
―Peter Riceの設計理念を中心として―

M-4023 塩澤　里香 神鋼鋼線工業㈱ 競技場スタンドを覆う片持式屋根構造の構造計画および風荷重に関

する研究

M-4034 寺嶋　知宏 大成建設㈱ 点支持されたガラスパネルの風荷重時における力学特性に関する研

究

M-4043 村山美佐子 張力膜構造の構造計画手法に関する基礎的研究
―膜の浮き上がりの影響について―

M-4045 森田　　明 ㈱松田平田 テンションリングを有する放射型ケーブル屋根構造の力学特性に関

する研究

M-4047 徐　　　蕾 新日本製鐵㈱ 張弦梁構造の躯体数量と躯体コストに関する研究

M-4048 呂　　品奇 張力膜構造におけるケーブル置換法の適用性に関する研究

関口克明教授 ・建築学専攻・

M-4013 鎌倉　貴志 日本大学大学院（後期） 方向情報に絡む音の主観評価と舞台内形状による客席空間への影響

に関する研究
―舞台音響設計のための基礎的検討―

M-4041 水谷　好男 ㈱銭高組 建築環境評価における生理応答の導入の可能性に関する研究
―脳波応答、眼球運動との関連性について―

半貫敏夫教授・白井伸明助教授 ・建築学専攻・

M-4008 大塚　弘樹 旭化成工業㈱ 粘弾性有限要素法による積雪沈降荷重の推定

M-4038 沼倉　隆人 広範囲の材料強度を考慮したRC造耐震壁のせん断強度のマクロモデル

M-4040 水井　啓介 山口県庁 多方向分布ひびわれモデルの概念に基づいた面内の繰返し応力を受

けるRC要素の構成則

M-4044 免出　長久 ㈱竹中工務店 非対称断面部材に関する組み合わせ荷重下の耐力と変形形状の検討

㈱横山建築構造設計
事務所

東京大学大学院
工学系研究科

㈱伊藤喜三郎建築
研究所

ナカノコーポレー
ション㈱

ミサワホームエンジ
ニアリング㈱

日東紡音響エンジニ
アリング㈱



吉田あきら教授 ・建築学専攻・

M-4001 相原　弘光 東京ガス㈱ 排便時の温熱環境が頸髄損傷者に与える影響に関する研究

M-4005 稲川　明彦 ㈱川崎設備工業 身体障害者の熱適応障害を表現し得る熱指標の開発に関する研究

M-4042 峯岸　仁一 ㈱フジタ 交通部門からの二酸化炭素排出を抑制する都市圏の構成

M-4049 松本　　透 日発販売㈱ 吸水性樹脂入り発泡建材の吸放湿特性に関する基礎的研究

若色峰郎教授・小林美夫
○

（海建）教授 ・建築学専攻・

M-4006 岩間　浩二 安井建築設計事務所 建築博物館の計画と設計

M-4009 岡　　賢一 伊藤喜三郎建築研究所 地域生涯教育施設の施設計画に関する基礎的研究
―足立区ブロックセンターの施設形態の変遷を通して―

M-4015 木島　若菜 桂建築設計事務所 建築外部における色彩設計の手法に関する基礎的研究
―大学キャンパスの事例を通して―

M-4017 國武陽一郎 Work Station Project
―横浜市における地域施設再編成の動きをベースとして―

M-4019 斉藤　弘二 都心に建つ独立大学院の計画と設計

M
○

-4030 高野　勇治 三菱地所㈱ Londonチャリンクロス駅における情報発信の場としてのターミナル

の提案

近江　栄教授 ・建築学専攻・

M-4002 石川　　修 ㈱日総建 シカゴにおける建築家組織の編成・発展過程に関する研究（1871～

1922）
―職能確立運動を通じて―

M-4003 市川　祐子 建築理論家カレル・タイゲ（1900～1951）の建築理念に関する研究
―チェコスロヴァキア近代建築運動における役割―

M-4026 東海林仲篤 山口文象とRIAの住宅設計に関する研究
―〈ゾーン・プランニング〉の模索と限界―

M-4037 中村　　譲 清水建設㈱ アメリカン・ボザールにおけるポール・P・クレの位置付けに関する研究
―〈古典主義〉の継承と発展―

片桐正夫助教授 ・建築学専攻・

M-4025 西村　直浩 高松伸建築設計事務所 神社建築の配置計画に関する研究
―大嘗祭施設が古代神社建築の配置形式に及ぼした影響について―

M-4027 神宮　　太 バンテアイ・クディ寺院における造営計画の変遷に関する研究

関沢勝一助教授・柳田　武講師・宇杉和夫講師 ・建築学専攻・

M-4014 河合　義之 大成建設㈱ 神戸市長田区にたつ国際ボランティア拠点の設計

M-4020 佐藤順一郎 埼玉県庁 精神薄弱養護学校の高等部における建築計画的研究

M-4021 佐藤　直樹 日本大学研究生 乳幼児保育施設の多様化に関する建築計画的研究

M-4035 戸張　秀隆 教育施設研究所 小学校におけるコンピューターを活用した学習と設置形態に関する

研究

M-4039 原　安芸子 東京ガス㈱ 重度・重複障害児の養護学校におけるサニタリー・スペースのあり

方に関する研究
―国立久里浜養護学校のケース・スタディを通して―

M-4046 守屋　卓宏 小林建築事務所 小学校におけるチームティーチングと学習空間に関する研究

野村　歓教授・石田道孝講師 ・建築学専攻・

M-4004 伊藤　圭太 ㈱山下設計 高齢者・身体障害等の火災時の避難計画に関する研究

プランテック総合
計画事務所

長谷川逸子建築計画
工房
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浅香勝輔教授 ・不動産科学専攻・

M-4009 上野　幸良 東京電力㈱ 民間用地浅深度地下空間の公共利用に関する基礎的研究
―公開空地利用の可能性の探求―

岸谷孝一教授・三橋博巳助教授 ・不動産科学専攻・

M-4012 佐々木一志 分譲集合住宅の建て替えに関する基礎的研究

木村　宏講師 ・不動産科学専攻・

M-4013 渡辺恵都子 ㈱イトーキ オフィスビルの環境評価に関する基礎的研究

石田道孝講師・木村　宏講師 ・不動産科学専攻・

M-4004 平塚　美香 中規模都市における未利用エネルギー活用計画に関する研究

小嶋勝衞教授・根上彰生講師 ・不動産科学専攻・

M-4001 黒木　　茂 千葉県庁 地区計画制度による規制誘導の物理的・経済的効果に関する研究
―東京都区部における市街地整備の事例分析を通して―

M-4002 鈴木　圭一 借上型公共賃貸住宅の供給動向と居住実態に関する研究
―東京都心（６区）の状況―

M-4003 田中　正秀 日本大学大学院 高齢化社会に対応した街づくりに関する研究

―モビリティハンディキャッパーと鉄道駅の関係を捉えて―

M-4006 吉野　靖明 住宅・都市整備公団 「再開発事業」における住宅供給の実態と動向に関する研究

―東京都区部の実態分析とモデル地区における供給予測をとおして―

M-4010 栗田　和夫 �アーバン京葉研究所 特定土地区画整理事業における集合農地区の土地利用転換に関する

研究

佐藤　進教授 ・不動産科学専攻・

M-4011 小林　隆志 ㈱JRC岡本鑑定 開発利益と受益者負担に関する基礎的研究
―下水道整備事業を中心に―

横内憲久教授 ・不動産科学専攻・

M-4005 三好健太郎 ㈱ケイ・プランナーズ 都市内運河の環境価値に関する研究

学生番号 氏　名 就職先 論文題目

石丸辰治教授・新谷隆弘助手

2202 新倉　正也 積水ハウス㈱

2216 服部　隆二 住友林業㈱

1008 浅野　貴之 大井建設㈱

1107 熊澤　　彰 奈良建設㈱

2212 島　健夫 ㈱浅沼組

2214 秦　　一平 日本大学研究生

2248 増澤　秀夫 三菱製鋼㈱

制御遅れ時間を考慮したモデルフォロイング制御則の安定性につ

いて

上部構造の剛性が免震構造の挙動に及ぼす影響について

�国土開発技術研究
センター

�日本建築設備・
昇降機センター

㈱長谷工コーポ
レーション

学部
学生番号左肩○印は各研究室中の指導担当を，氏名の右

肩＊印は企画経営コース，無印は建築学コースを表す。
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榎並　昭教授・安達俊夫助教授・山田雅一助手

2031 伊藤　昌平

2108 小島　　亙 大末建設㈱

2243 星　　智典 日本大学大学院

2026 市川　直樹 大成建設㈱

2028 市村　祐介 鹿島建設㈱

2024 石田　智昭 東京電力㈱

2155 高野　昌幸

2122 酒句　教明 ㈱東京ソイルリサーチ

2142 下山　貴裕 ㈱森本組

1060 大島　竜二 大場建設㈱

1234 藤巻　一之

岸谷孝一教授・横山　清（短大）教授

2001 赤井　泰介 ㈱フジタ

2030 伊藤加奈恵 野村ホーム㈱

2068 小関　恵子 丸紅設備㈱

2207 似内　俊也 積水ハウス㈱

2039 岩井　哲朗 千葉県庁

2049 榎本佳奈子 大和ハウス工業㈱

2100 黒松　真樹 ㈱熊谷組

2111 小松　慎一 積水ハウス㈱

2225 平井　克弘 川田工業㈱

木村　翔教授・井上勝夫助教授・橋本　修助手・荘美知子非常勤講師

2002 秋山　明子 旭化成ホームズ㈱

2261 村上真由美 信州ミサワホーム㈱

2163 田代　智子 鹿島建設㈱

2161 武田　充弘 日本大学大学院

2263 最上　知春 積水ハウス㈱

2269 矢後佐和子 日本大学大学院

2187 豊田　雅士 日本大学大学院

2188 鳥越　圭和 積水ハウス㈱

2003 穐山　浩文 新菱冷熱工業㈱

2014 飯塚　英二 ナショナル住宅産業㈱

2022 石川　博之 積水ハウス㈱

2006 阿部　貴幸 ㈱松原工務店

2200 並木　奉文 鉄建建設㈱

2203 西　　慎一 鉄建建設㈱

2133 芝田　克彦 ㈱熊谷組

2027 市根井朝子 東急建設㈱

2224 日高　博人 日産建設㈱

2247 本間　育英 ㈱本間組

2176 千葉　　俊 日本大学大学院

2078 片山　佳英 大建工業㈱

2016 五十嵐優江

ホール音場の空間印象評価における方向情報の位置づけに関する

研究

発声レートを可変した三連音節による明瞭度評価の適用条件に関

する研究

振動有効質量の把握とFEMによる板振動の特定及び音響放射に関

する研究

鉄骨ALC系住宅の梁、床、天井、壁仕様の変化と重量床衝撃音に

関する研究

各種床構造の動的弾性に関する研究

各種床仕上げ材の歩行感覚評価に関する研究

公団分譲集合住宅の住環境に対する居住者意識の研究

民間分譲マンションの音環境に

対する居住者意識に関する研究

フローイングコンクリートの初期収縮・ひびわれに関する実験研

究

大空間建築物における防火安全対策に関する基礎的研究

超高層及び大空間建築の防火安全設備に関する調査・研究

単純せん断変形を再現した繰返し非排水試験

ひずみエネルギー蓄積量に基づく間隙水圧モデルの提案

ソニーファシリティ
サービス㈱

仮動的実験による表層地盤の液状化発生時の地震動強さに関する

研究

長期荷重を受けるRC基礎梁の変形性状に関する実験的研究

（その２）

兵庫県南部地震によるまさ土の

液状化に関する実験的研究

東京中央パナ
ホーム㈱
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2080 金塚　　薫 積水ハウス㈱

2077 片岡紀美代 大和ハウス工業㈱

2042 内田　京子 鉄建建設㈱

2286 吉田　俊也 日本大学大学院

2232 廣瀬　大輔 日本大学大学院

2226 平田　尚行 大和ハウス工業㈱

小谷喬之助教授・本杉省三助教授・星野　収助手

2019 石井　雅也 日本大学大学院 日本万国博覧会の建築デザインに対

する影響について

2023 石毛　正修 都市居住私論

2025 石山　博之 積水ハウス㈱ 代官山アパートとその美学

2041 岩佐　幸則 ㈱旭化成スクラムハウス パブリックアートから見る街づくり

2048 江澤　直子 留学希望 祭り ―伝統とその様式の移り変わりについての考察―

2056 大坪　正佳 日本大学大学院 戦後日本の洋風化にともなう住宅様式の変化に関する研究

2069 小野　　真 日本大学大学院 日本の伝統芸能における劇空間の研究

2074 笠木　朋子 留学希望 遊園地の不思議な空間　―お化け屋敷―

2082 金刺　隆之 日本大学大学院 田山花袋著「田舎教師」の中の建築・都市の研究

2119 酒井　邦明 殖産住宅相互㈱ アトリウムの都市空間への展望

2205 西井　　淳 ㈱大栄建築設計事務所 明治期の日本における公園成立に関する研究

2213 長谷川　聡 東京芸術大学研究生 環境設計の手法における一考察

―建築の造形とそれに関わる外構計画について―

2228 平林　みか 日本大学大学院 道空間再考

2244 星野　　洋 塔の魅力

2250 松坂　　恵 ㈱大栄建築設計事務所 浴室の歴史とその広さについて

2256 三田村貴子 住宅の工業化―日本におけるバウハウスの影響と失敗

2278 山田　桂子 モードとその時代背景

4801 青柳　　豊 建設廃材の再利用について ―環境保全の視点を通して―

1058 大江　弘之 松永建設㈱ 建築の公共性についての考察

2121 境田　康弘 留学希望 これからの住まいの変化についての基礎的研究 ―日本の建築の歴史を通して―

小嶋勝衞教授・根上彰生講師・宇於 勝也助手

2007 安部　裕光
＊

積水ハウス㈱

2178 中条　幸司
＊

日本大学大学院

2189 中嶋　　卓 ㈱中央住宅

2011 飯島　秀昭
＊

㈱大京

2097 黒 かおり ㈱大黒商工

2060 大山　浩司
＊

大和ハウス工業㈱

2124 佐藤　　栄
＊

伸栄工業㈱

2183 寺岸　　歩 日本大学大学院

4831 長谷川博亮

2085 河田　　崇
＊

大和ハウス工業㈱

2118 齋藤由紀拡
＊

スターツ㈱

2294 渡辺　　博 ミサワホーム㈱

4810 倉橋きみか ㈱ナミキ建設

2115 後上　隆啓 日本大学大学院 帝都復興計画における後藤新平の基本的理念に関する史的研究
―八億円計画の立案とその意義に基づいて―

都市内河川が周辺住民に与える影響に関する研究
―江東区の親水公園整備が与えるマンション居住者のコミュニティ形成に着目

して―

ソニーファシリティ
サービス

内発型リゾート開発の地域に与える影響に関する研究
―長野県野沢温泉村の産業連関分析―

駅前広場の構成施設に関する調査研究
―神奈川県と千葉県の実態をとらえて―

都市空間における装置としてのサ

ンクンガーデンの役割に関する研究
―都市における広場の一創造手法として―

㈱デザインショップ
建築設計事務所

舞台内音場の初期応答性状の変化が演奏者・聴衆に与える影響に

関する研究

両耳受聴による残響音が音場の評価に与える影響に関する研究
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2137 清水　威史 日本大学大学院

2174 丹藤　　玲 日本大学大学院

2175 崔　　成源 日本大学大学院

2186 富澤　秀敏 積水ハウス㈱

2182 手島　啓介
＊

㈱大京

2192 中野　和巳
＊

旭化成ホームズ㈱

4835 向原　良幸 ㈱設計工房

斎藤公男教授・黒木二三夫（短大）講師・岡田　章助手

2008 天野　剛史 積水ハウス㈱

2172 田上　　昇 建設省

2018 池内　一成 大成建設㈱

2043 梅澤　恭太

4824 田中　　晃 日本大学大学院

2035 井上　直樹 ㈱リクルートコスモス

2281 横田　龍一 ㈱大林組

2290 力瀬　康介 日本大学大学院

2037 今井　克彦 日本大学大学院

2070 小野由紀子 ㈱丸川建築設計事務所

2093 久保田　淳 日本大学大学院

2190 中島めぐ美 神鋼鋼線工業㈱

2138 清水美奈緒 サンフォルム設計事務所

2160 竹川　正慶 日本大学大学院

2264 望月　久智 日立機材㈱

2149 鈴木　信夫 清水建設㈱

2168 田中　智隆 首都高速道路公団

2167 田中佳奈子 日本大学大学院

2293 渡辺　英典 西松建設㈱

4805 潮田智恵子 伊藤昭宏設計事務所

1184 内藤　輝一

関口克明教授・杉山知之（短大）講師・吉野泰子（短大）講師

2065 沖山　浩二 ㈱大京

2153 妹尾　　亮 大和ハウス工業㈱

2283 横山　孔宏 小原建設㈱

4823 高橋　則隆 大和建設㈱

2053 大口　　仁 ㈱中央住宅

2089 木村　文紀 日本大学大学院

4827 長瀬　理子 ㈱ファームイン

4804 鵜沢あかね ㈱トミオ

4811 小原みゆき 住友不動産ホーム㈱

4814 佐々木泰子 ㈱岡本工務店

4822 鈴木　直行 日本大学大学院

4825 田中　邦明 トステム㈱

4840 山崎　一光 富士ハウス㈱

2088 喜内　　厚 日本大学大学院 現在と将来の社会環境におけるネットワークコンピューティング

建築環境評価における生理応答の導入に関する基礎的研究

建築環境における照明・色彩計画に関する研究
―光源の種類における色彩の変化について―

1/10縮尺音響模型におけるステージ雛壇が客席空間へ及ぼす影響

に関する研究
―音の主観量と音響物理量との対応性について―

正四面体頂点法による縮尺1/10レベルへの導入に関する研究

―方向情報に絡む音の評価手法に関する検討―

ドームコンペは今

MJGシステムの力学特性に関する実験的研究

大断面集成材を用いた多雪地域における複合張弦アーチ構造の構

造特性に関する研究

スタジアムにおける片持式屋根構造の風洞実験

テンション・グリッド・ドームの力学特性に関する基礎的研究

テンションリングを有する放射型ケーブル屋根構造の基本的力学

特性に関する実験的研究

ヴォールト型骨組膜構造における膜面の浮上がり性状に関する実

験的研究

㈱NTT
ファシリティーズ

テンション材により面内補剛された低ライズアーチの力学性状に

関する基礎的研究

張力トラス構造の基本力学特性に

関する実験的研究

新業務地周辺地域の商業施設立地動向に関する基礎的研究
―幕張新都心地区の開設を事例として―

建築物群の景観デザインに関する基礎的研究
―ボリュームのモデルシミュレーションを通して―
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2120 酒井　秀剛 鹿島建設㈱

2131 四ノ宮雅臣 ㈱平成建設

2141 下村禎一郎 谷津建設㈱

2211 野中　俊宏 日本大学大学院

4833 古垣　雄一 ㈱中央住宅

野村　歓教授・石田道孝講師・志田弘二助手

2029 伊藤　明生 ㈱玉岡設計

2240 船越　智紀 ㈱大本組

2057 大野　賢志 旭化成ホームズ㈱

2185 戸沼　弘樹 積水ハウス㈱

2236 福原　康司 日本大学大学院

2058 大野　有也 日本大学大学院

2107 小島　　猛 日本大学大学院

3701 植谷　　薫

2103 小出美和乃 加藤設計事務所

2143 新保　純一 大和ハウス工業㈱

2145 菅沼美樹子

2249 増田　晃子 ㈱清水ビルライフケアー

2147 壽松木一哉 飛島建設㈱ バリアフリー教育の現状に関する研究

2221 原田美和子 新環境設計 視覚障害者に対する建築的配慮に関する研究

2096 熊山　貴久 積水ハウス㈱

2154 鷹取　久富 東急アメニックス

2194 中村　重夫
＊

東京都区部における高齢者向け民間賃貸住宅斡旋事業に関する調査

研究

2206 西島　義和 大和ハウス工業㈱ 住宅産業における高齢化対応に関する研究

2209 能島　　豪 住友林業㈱ 高齢者向けデイサービス施設の施設形態に関する研究

2231 広瀬　圭太
＊

大都販売㈱ 墓地の周辺地価動向から見た新形式墓地に関する研究

2245 本多　信二
＊

大和ハウス工業㈱ 中規模都市における未利用エネルギー活用計画に関する研究

2246 本田　敬嗣 日本大学大学院 住宅相談支援システムに関する研究

2260 宮原　靖岳 山田建設㈱

2280 弓削誠一郎 東建設㈱

半貫敏夫教授・白井伸明助教授・森泉和人助手

2013 飯塚　和久 島村工業㈱

2157 高橋　弘樹 日本大学大学院

2193 中野　正也 トステム㈱

2234 福井　正樹 ㈱MDI

3833 福田　安弘 大和ハウス工業㈱

2102 小泉　　豪 日本大学大学院

2295 渡辺　浩之 旭化成ホームズ㈱

4806 大久保　拓 共立建設㈱

2127 佐原　直樹 大和ハウス工業㈱

2166 夛田　啓成 相鉄建設㈱

2151 鈴木　祐介 小原建設㈱ 個別要素法による氷構造単純梁の崩壊シミュレーション

2259 宮地　崇暁 ㈱森本組 個別要素法によるトレンチモデルの解析

3813 日下　千鶴 個別要素法の理論と背景㈱フォーラムエン
ジニアリング

南極建物用接合金物の強度試験

補強アイスドーム構造のクリープ特性と風の影響による氷の昇華

に関する実験的研究

一定圧縮力と変動水平力を受ける鉄骨非対称断面柱の弾塑性性状

に関する実験的研究

複合施設の施設計画に関する研究

㈱ナイスコーポ
レーション

輸入住宅における高齢化対応に関する研究

特別養護老人ホーム入居者の入浴行為に関する研究

英国のSheltered Housingに関する研究

住宅内の車いす移動に要するスペースの実験研究

住宅内における日常災害に対する

安全計画

集合住宅の居住下における複合環境の実態について
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4807 加賀　光幸 那須電機鉄工㈱

4818 志村　哲男 東鉄工業㈱

2059 大橋　一明 ㈱千葉ミサワホーム 面内繰返し応力を受けるRC要素の構成則

2104 河野　良彦 ㈱リクルートコスモス

2144 須賀　啓晶 日本大学大学院

2164 田島　徹也 日本大学大学院

2113 小森　　淳 タカラスタンダード㈱

2171 谷本　　渉 五洋建設㈱

2173 田畑　邦久 北野建設㈱

2284 吉川　秀人 ㈱銭高組

2208 根本　修一 戸田建設㈱

2239 藤本　　潤 川田工業㈱

2264 村松　正丈 須山建設㈱

1085 加藤　寛久 東海興業㈱

平山善吉教授・斉藤俊一助手

2004 安島　一史 大成建設㈱

2017 五十嵐真理 三井木材工業㈱

2036 井上　靖夫 日本道路公団

2090 京谷健太郎 新潟県庁

2094 久保田淳子 東急コミュニティー㈱

2110 小林　　亘 大和ハウス工業㈱

2112 小室　徹郎 日本大学大学院

2114 今野　輝行 馬淵建設㈱

2116 後関　紀臣 大成建設㈱

2126 真田　大輔 ㈱間組

2288 米倉　和史 積水ハウス㈱

4815 佐藤　元裕 佐藤工業㈱

4820 杉渕　礼人 鉄骨橋梁㈱

1230 深松　和行 ㈱パナホーム山梨

本岡順二郎教授・中山　優（短大）講師
2021 石川　貴生 昭和鉄工㈱

2073 影山　朋規 影山産業�

2156 高橋　賢司 鹿島建設㈱

2215 服部　晃幸 オリエンタル建設㈱

2229 平松　功実 トステム㈱

2254 丸野　　浩 日本大学大学院

2257 皆川　光一 日本大学大学院

2279 山本　博章 大成建設㈱

2062 岡田　　洋 東亜建設工業㈱

2063 岡田　康弘 ㈱熊谷組

2072 角谷　将之 旭化成スクラムハウス㈱

2218 林　　　誠 日本国土開発㈱

2266 森久保直哉

2289 米崎　照男 住友建設㈱

4812 小宮　伸也 小川建設㈱

4830 秦野　　実 大豊建設㈱

㈱長谷工コーポ
レーション

実大プレストレストコンクリート有孔梁の力学的挙動に関する研

究

実大プレキャスト・プレストレストコンクリート有孔梁の力学的

挙動に関する実験的研究

LVL材と集成材の接合法に関する実験的研究

せん断補強されたRC梁のせん断強度の寸法効果に関する研究

FEMパラメトリック解析に基づく高強度RC造耐震壁のせん断強

度推定式に関する研究

軟化特性を有する構造物の非線形解析に関する研究

高強度材料を用いたRC柱の曲げ解析モデルの開発

柱・梁接合部せん断破壊および付着割裂破壊を考慮したRC構造物

の耐震診断に関する研究

南極昭和基地管理棟の強風下における振動応答の検討



吉田あきら教授・蜂巣浩生助手

2052 大石　陽子 エイブル不動産㈱

2086 菊田　直子 ㈱池工務店

4803 井上　憲信

2169 田中　　誠 三建設備工業㈱

4838 安田真紀子 ㈱ソリッド

2238 藤田　剛一 ㈱三冷社

2272 山岡　　琢 ㈱佐藤総合計画

4834 真家　由久

4816 四方　貴子 ㈱フジマック 現代の台所に関する一考察　―台所に関する不満の実態調査をふまえて―

4828 南雲　愛子 ㈱南雲建工

4829 成島美保子 クレハ建設㈱

4832 平山　淳一 協和建興㈱

1228 広瀬　　博 共和化工㈱ 建築と設備のトータルな調和に関しての研究
―空調に関する周辺機器意識調査をふまえて―

若色峰郎教授・渡辺富雄助手・小林美夫
○

（海建）教授

2033 糸島　光洋 日本大学大学院 TOYO ITO ―透明性の中に見える身体―

2092 櫛田　　直 日本大学大学院 現代建築の動向とランドスケープの概念について
―コンペティション応募作品の分析を通して―

2101 小疇　和子 集合住宅における共用施設に関する研究

2106 小島　伸吾 紅梅組 建築色彩に関する研究　―過去35年間の研究論文を通して―

2129 澤田実代子 伊藤喜三郎建築研究所 侘びを映し出す光と影の世界　―草庵茶室における光の演出について―

2136 清水　　慶 大和ハウス㈱ 高齢化社会におけるスポーツ施設に関する研究
―スポーツ施設の現状と将来のあり方について―

2177 千葉　忠克 日本大学大学院

2287 吉田　淳子 土屋建築研究所

2184 富樫　　覚 日本大学研究生 環境心理学における光空間の基礎的研究
―光空間研究の現状・評価とこれからの研究に対するアプローチ―

2195 中村　敏子 日本大学大学院 光が心理的領域に及ぼす影響についての考察
―ビデオによる空間認知の実験的研究―

2196 中村　光恵 日本大学大学院 シカゴ・スカイスクレーパーによる都市の方向性に関する研究
―1870年代以降の窓や形態にみられるデザインの変遷を通して―

2199 長村　哲男 積水ハウス㈱ 建築と水空間の構成に関する研究
―物理的要素が持つイメージ要因としての秩序について―

2217 濱田　栄司 積水ハウス㈱ 矯正施設についての研究　―刑務所の舎房形態の変遷―

4841 渡部　節子 秀光 神楽の舞台に関する研究　―伊勢神宮・明治神宮の神楽殿の実例を通して―
○

1239 堀内　史郎 池永設計事務所 イタリア建築におけるオーダーの変遷について

近江　栄教授・黒澤　隆
○

非常勤講師・大川三雄助手

2010 荒木裕紀子 東工大研究生 建築における全体構成の把握のための空間的操

作について ―構成的側面および動線的側面を通して―

2012 飯島　洋省 三上建築設計事務所 水空間の魅力と構成
―現代建築において創出された水空間の構成とその特徴―

2064 小川　裕介 千葉大学研究生 日本におけるランドスケープ・アーキテクトの未来像
―社会的認知への条件の定義を通じて―

パブリックスペースにおける空間構成と滞留性に関する研究
―座具の利用度からみた人の流れについて―

CORE建築・都市
設計事務所

高齢者を対象とした居住施設における温熱環境の実態調査

その３　―各種老人ホームにおける冷暖房・換気設備の訪問調査結果の総括

と実測調査―

交通部門からのCO2を抑制する都市の構成について

身障者・高齢者に適応した熱指標開発の為の基礎的研究
―新指標開発の為の過去のモデルの比較と検討―

排便時における温熱環境が頸髄損傷者に与え

る影響について
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2067 小沢　智史 日本における近代集合住宅の変遷
―同潤会～住宅営団の設立・活動の考察を中心として―

2079 片山　典子 三井建設㈱ カルロ・スカルパ（1906～1978）研究
―ヴェネツィアの歴史・伝統の解釈を中心に―

2084 川嶋　　勝 建築専門出版社「洪洋社」の業績と史的評価

―社主・高梨由太郎（1882～1938）の出版活動とその時代背景―

2130 塩見　理恵 東工大研究生 ル・コルビュジェの作品にみる開口部の特徴

2134 柴田　芳伸 ザハ・Ｍ・ハディド研究
―ロシア・アバァンギャルド、ディコンストラクティヴィズムの考察を通じて―

2152 須田　健輔 工業化住宅の今後の在り方に関する研究
―建築家の工業化住宅への取り組みを通して―

2277 山下　元也 メガストラクチャー研究　―メガストラクチャーの系譜とその限界―
○

4809 工藤　ちえ ㈱白川直行アトリエ ランドスケープ研究　―ランドスケープ・アーキテクトにおける個性とは何か―
○

4813 近藤あずさ 建築における光の多義性について ―ガラスと開口部にみる光―

岡村武士助教授

4817 篠原　理佐 大旺建設㈱

1260 三谷　信之 ㈱穴吹工務店

1213 箱崎　清澄 高山工業㈱

1246 松岡　　裕

片桐正夫助教授

2075 春日　仁一 日本大学大学院 茶室に現れた禅の表現
―珠光の茶の湯と利休の待庵を通して―

2076 粕谷　　豊 ㈱中央住宅 技能者の伝統的技術の発展と継承に関する研究
―近代京都における職方の活動を通して―

2095 熊田　　仁 ㈱OAC設計 田無の都市計画に関する研究

2139 志村　俊昭 旭化成ホームズ㈱ 大洗磯前神社・酒列磯前神社に描かれた結界について
―神社の役割と配置計画を通して―

2181 土屋　広行 ㈱細田工務店 近代和風住宅の発展と成立について

2220 原田　　勲 昭和㈱ 伝統的建造物群保存地区制度の問題点に関する研究
―海野宿における対応策を通じて―

2222 半谷　彰英 日本大学大学院 吉阪隆正研究　―吉阪隆正に於いての都市計画―

2233 深澤　　明 野沢正光建築工房 茶室の研究　―そのもてなしの演出手法―

2237 福本　明城 真柄建設㈱ 枯山水庭園の発生と変遷
―南禅寺塔頭庭園滝石組から見た枯山水の成立について―

4826 辻　　昌志 エス・バイ・エル㈱ 町家再考　―町家の空間的特質を現代の都市にどのように活かすか―

4836 森　さちえ ㈱東建設計 江戸城の謎を解く ―生活と改築から見た機能変化に関する考察を通じて―

4839 山口智津子 ㈱大一 日本的空間について ―住宅建築から見た日本的空間の特質について―

関沢勝一助教授

2109 横田　康弘 ㈱広建設計 学校建築の歴史と今後の課題

2128 沢井　美都 人間心理と建築空間について

2140 下川　拓哉 日本大学大学院 小学校における多様な学習展開を目指す空間について

2146 鈴木　　亨 日本大学大学院 精神薄弱養護学校高等部の職業教育に必要なスペースに関する研究

2150 鈴木　大介 日本大学大学院 都市における公園緑地に関する研究

2197 中山　　究 桂設計事務所 松戸市の宿場町における再構築に関する考察

㈱エーディーネット
ワーク

日本ビジネス
コンピュータ

建築構造工学に関する研究　―構造Form ピラミッド―

建築構造工学に関する研究　―構造Form A.ガウディ―
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2198 長尾　圭子 共同設計㈱ 障害者向けトイレのディテールデザインについて

2201 新川　亮馬 日本大学大学院 近代教育導入時において日本学校建築が「学校通論」からうけた影響

2251 松坂　亮一 ホームイング㈱ Digital Architecture ―コンピューターと建築―

2253 的場　喜郎 建設省九州地方建設局 家族というフィクションを生きる人々
―nLDKを通して見る現代日本の家族と居住の非実体性―

2265 元木　美穂 ㈱伊藤昭宏設計事務所 乳幼児保育・教育施設の多様化に関する建築的研究

2292 渡辺　知美 ㈱イトウ 光と影について
―「陰翳礼讃」の闇・陰翳の分類・分析現在の建築における光の考え方より

三橋博巳助教授

2032 伊藤　　淳 ㈱平和地所

2034 稲葉　好史 大和ハウス工業㈱

2040 岩井　泰雄 ㈱エルカクエイ

2044 梅田　　稔 大和団地㈱

2046 海野　漢人 昭和㈱

2061 岡田　匡史 日本大学大学院

2071 加川　央城 大和ハウス工業㈱

2252 松崎　史典 五洋建設㈱

2158 高橋　芳幸 積水ハウス㈱

2210 野田　達三 日本大学大学院

2275 山口　仁秀 ㈱イチケン

0018 石川　　孝 ㈱一本堂

宇杉和夫講師

2009 雨宮　智也 ㈱馬場設計 Frank Lloyd Wrightの造形理念　

―INTEGRITYの分析を通して―

2038 今泉　雄三 大和ハウス㈱ 複合家族の生活空間に関する研究
―小説から明治時代の人々の暮らしを探る―

2081 金丸　浩哉 三交不動産㈱ 幾何学的形態の空間的特徴と美に関する研究
―プラトンの著述による―

2083 川口　祐樹 大和ハウス工業㈱ 佐倉市新町における歴史的町並みの保全形成について

2105 小久保敦詞 島村工業㈱ 現代の茶室　―その空間構成の事例分析―

2117 斎藤　忠裕 ㈱高橋上田設計事務所 精神性からみる葬送施設空間に関する研究

2132 柴田　　章 大和ハウス工業㈱ 都市デザイン表彰制度による都市景観形成の可能性

2135 島田　健司 日本大学大学院 集合住宅に対する近代建築家の考え方

2191 中根　俊明 積水ハウス㈱ 戦後住宅空間の平面構成に関する研究　―民家からの系譜からみる―

2276 山越　美紀 日本におけるパブリックアートに関する研究
―彫刻設置空間における問題点―

4808 金丸　清志 ㈱入江三宅設計事務所 公開空地における広場空間の研究
―新宿新都心の事例調査―

4821 鈴木　英子 文化論にみる西欧と日本の都市形成の違いについて

柳田　武講師

2255 丸茂ひとみ 三和ホーム㈱ DRA-CADV2とDRA-CADαの特徴について

2258 宮田富美子 大和ハウス工業㈱ これからのCAD
―表現のCADから創造のCADへ―

2270 安江 寿弘
＊

建築デザインにおけるMac活用法を考える

㈱汎建築企画設計
事務所

バルコニー付き超高層建築物の積雪性状に関する研究

―実測調査と人工吹雪シュミレーション―

兵庫県南部地震における建築物の損害度に関する研究

―淡路島北淡町を対象として―
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2274 山口　拓郎 東亜建設工業㈱ 建築CADの現状と今後の在り方について

2291 若杉　由美 ㈱アイ・ピー・21 DRA-CADV2からAUTO-CAD LTへのデータ変換における問題点に

ついて

4802 石川　周志 ㈱ナプコホーム パソコンCADの現状について

4837 安田さおり 日本テレコムマックス㈱ CADシステムの役割について

井出好昭（短大）助教授

2123 佐々木広貴 ㈱サイゼリア ファミリーレストランの調査研究

小石川正男（短大）助教授

2242 古橋　治人 ㈱アルテ・ワン Ｃ．アレグザンダーに於ける建築概念の基礎的考察

2273 山口健太郎 イタリア留学 カルロ・スカルパの建築に於ける壁と柱についての考察

短期大学部

4001 黒田津葉佐 理工（建築） future

4002 赤塚　太郎 理工（海建） いきがいの街 Remodel

plan

4003 浅野　由紀 やすらぎを求めて

4004 芦澤　有紀 REFRESHMENT

4005 油谷　信亮 芸術都市

4006 阿部　真弓 理工（建築） 学び舎

4007 荒井　賢一 現代人のストレスをい

やすオフィスビル

4008 飯島　輝男 海中展望塔のある海上

公園

4009 石井　正代 専門学校 駅ビル

4010 石塚　宏和 理工（海建） 水族館

4011 石飛　大輔 専門学校 西葛西親水公園

4012 市川　敬介 理工（建築） Intersection

―交流、そして交錯―

4015 岩崎　香織 理工（海建） 伊勢崎駅前再開発

4017 岩淵　芳彦 理工（建築） エコライフ 2001

4018 上田　映子 理工（建築） WATER GATE

4019 上田　耕作 理工（海建） インテリアの色彩計画

4020 上原　　聡 理工（建築） 萩原朔太郎記念館

4021 内田　　誠 工学部（建築）LUNAR BASE

4022 浦野　由美 工学部（建築）在宅高齢者のためのサ

ービス施設

4023 江又久美子 青山建設 幼稚園

4024 大河原淳子 船橋駅南口市街地再開

発計画

4026 岡田洋一郎 福井大学建築 DUST REVAIVAL

CENTER

4027 岡本　依子 理工（海建） It’s a Ring Land

4028 尾楠　大輔 理工（海建） メディカル・スポーツ

センター

4029 小倉　　亨 専門学校 EXCHANGE （交流）

4030 小佐野久美 理工（建築） Heart’s Holiday
―音へのいざない―

4031 小野瀬果林 潤 ―füllen―

4032 葛西　綾子 葛西臨海公園リニュー

アル計画

4033 勝亦　勇太 専門学校 Office Building

4034 金田　省三 理工（海建） 成熟化社会に応える複合

施設 system of complex

4035 神沼　広治 理工（建築） 逗子マリーナ・ハーバ

ーハウス

4036 川口　哲也 快適な環境と住生活の

充実

4037 川人真由美 理工（海建） 風を呼ぶ家

―高齢者自立支援住宅―二世帯住居

4038 河村　洋美 理工（建築） こどものいえ

4039 木内菜花音 理工（海建） 月見台

4040 木川　秀一 工学部（建築）リホーム

4042 菊地　　洋 理工（海建） 新潟市体育館改造計画

4043 北沢由貴子 理工（海建） たとえば空とみるか海

とみるか

4044 北村　奈央 理工（建築） 同潤会代官山アパート

再開発

新日本データ
プロセス

㈱マルカワイン
ターナショナル

ジン建築設計
事務所

阿部誠建築
研究室

関東学院
大学建築

山下建築
設計事務所

建設計一級建
築士事務所

学生番号 氏名 就職先・進路先 卒業設計テーマ 学生番号 氏名 就職先・進路先 卒業設計テーマ
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4045 木村　　智 理工（建築） 住宅地に建つ老人ホーム

PEACEFUL SUNRISE

4046 儀間　　誠 墨田区役所 ふれあい

4047 黒沢　　聡 理工（建築） 文化の森計画

4048 黒部　秀和 （株）富士建 健やか笑顔を見守って

4049 小疇　友子 専門学校 堀の町

―水のみちを歩こう―

4050 小岩井伸也 専門学校 広場　―都市のオアシス―

4051 児玉　美茂 理工（海建） また お会いしましたね

4052 小林まり子 titleless ―無題―

4053 小堀　元寛 MOLE JR津田沼・新津

田沼連絡通路

4055 斎田　哲也 理工（海建） パッシブハウス

4056 斉藤　英樹 理工（建築） ENOSHIMA VIEW

PLAZA

4057 斎藤　康高 理工（海建） A deciduous tree

4058 坂井　彩子 理工（建築） 建築家の思考と行為

―人間の自己開花―

4059 酒井　葉月 親和工業 雫

―波紋のように―（老人ホーム）

4061 佐藤　俊剛 理工（海建） 自立援助の二世帯住宅

4062 篠　なほ子 光が丘野外音楽堂

4063 柴原　　究 理工（建築） 好奇心を求めて

4064 清水　亜希 専門学校 MEDICAL FACILI-

TIES（STRESS CARE

CENTER）

4065 白石　明広 専門学校 あすの公共体育施設の

計画

4067 鈴木理恵子 理工（建築） 蒼に包まれたセミナー

ハウス

4068 高杉　美緒 理工（建築） SOCCER STADIUM

4069 高田　貴之 理工（海建） 未来型スポーツパーク

―PC構造による大空間―

4070 高梨　真一 理工（海建） AQUARIUM

4071 高橋　夏絵 理工（建築） 共存共栄

4072 武田　美穂 理工（建築） cinema town

4073 竹谷　裕二 理工（建築） プレハブによる郷土文

化継承のための集合住

宅

4074 田崎　亮子 理工（建築） 癒しの環境

4075 田中真紀子 西部ハウジングJR千葉駅西口再開発計

画

4077 津田　敏明 片山組 蓮田市立図書館

4078 所　真由美 理工（建築） THE DAY-CARE CEN-

TER

―幼児のための仕上げ材料―

4079 都甲能里子 理工（建築） みちへの創造

4080 内藤千恵子 Housing for the elderly

4081 内藤　信光 理工（海建） 超未来都市への変貌

―橋本―

4082 中村　昌弘 理工（海建） 神奈川県立音楽堂改築

計画

4083 中本　　綾 理工（建築） THE MAPLE PRO-

JECT in HIROSHIMA

4084 永野　健一 理工（海建） 街並みの色彩を考える

4085 貫井　一也 理工（海建） COME ON YOUNG-

MEN!

―この空間が時代を築く―

4086 野原　香里 生産工（建築）葛西臨海公園多目的ビル

4087 長谷川亜紀 理工（海建） 鼓動

4088 畑中　誠次 理工（海建） 水と触れあう施設

4089 日江井恵介 室内スキー場

4090 藤本　賢二 理工（海建） 月面基地計画

4091 古田美智子 理工（海建） 博多屋台横町

4092 本城未登里 専門学校 キッコーマンホール

4093 増田　敦司 理工（海建） 浮遊庭園

4094 益田　耕太 市街地再開発

4096 村瀬　慶三 理工（建築） 京成船橋駅及び駅前再

開発

4097 室橋　又也 理工（建築） Searching for a new

hope 臨海副都心部計画

4098 目黒 嘉一 Green Project

4099 最上　幸助 専門学校 Nothing is more impor-

tant than contact between

human and nature

4100 盛　　　睦 自営 銚子市スポーツセンタ

ー計画

4101 山我　信秀 理工（建築） オープン化された体育

館

4102 山口　幸恵 GREEN TOWN HOUSE

4103 山崎　文恵 ダイヤ建設 緑の広場

4104 山田麻実子 理工（建築） 免震構造物設計

―地震に強いオフィスビル―

4105 山本　淳子 理工（建築） 七色の泉幼稚園

4106 横山　　望 工学部（建築）真善美

4107 吉田　千尋 光、闇、光、そして遊び

4108 若林　光男 理工（建築） 老人憩いの家

2094 李　　昭文 帰国 自然と共に呼吸できる

集合住宅

須賀建築設計
事務所

Form設計一級
建築士事務所

学生番号 氏名 就職先・進路先 卒業設計テーマ 学生番号 氏名 就職先・進路先 卒業設計テーマ
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■木村翔教授，井上勝夫助教授と大川

平一郎氏連名の原著論文「重量床衝撃

源の意義と望ましい衝撃力特性につい

て」が，日本建築学会技術報告集第１

号（1995.12）に掲載された。

■榎並昭教授と国府田誠海洋建築工学

科教授，和田昇三氏連名の原著論文

「地盤沈下に伴う壁体土圧に関する実

験研究―逆Ｔ型擁壁の地盤沈下に伴う

土圧性状について―」が，日本建築学

会構造系論文集第479号（1996.1）に掲

載された。

■近江研究室研究生，田所辰之助君の

原著論文「デュッセルドルフ工芸学校

におけるペーター・ベーレンスの教育

活動について」が，日本建築学会計画

系論文集第479号（1996.1）に掲載され

た。

■本岡順二郎教授，大学院生尹元奎君，

浜原正行海洋建築工学科講師連名の原

著論文「プレキャスト・プレストレス

トコンクリート柱の復元力特性に関す

る実験的研究」が，日本建築学会構造

系論文集第480号（1996.2）に掲載され

た。

■平成８年１月に金沢市で開催された

第12回日本雪工学会大会で，建築教室

から次の２編の論文が発表された。

大学院生勝山範之，同 大塚弘樹，半貫

敏夫教授「金網によるアイスドーム構

造の補強と昇華抑制工法の検討」

三橋博巳助教授「高層建築物の防雪対

策に関する研究―模型雪を用いた風洞

実験による吹きだまり性状―」

■教室人事異動について

○平成７年12月に近江栄教授，平成８

年１月には小谷喬之助教授がそれぞれ

定年を迎えて退職された。平成８年１

月の理工学部教授会で両教授は揃って

名誉教授に推薦され，大学本部に上申

の結果，同年２月に日本大学から名誉

教授の称号が授与された。

○この他，平成７年度をもって次の先

生がたが退職された。（ ）内は転出先。

杉山知之専任講師（デジタルハリウッ

ド）

志田弘二助手（名古屋市立大学芸術工

学部生活環境デザイン学科助教授）

星野　収助手（アメリカ留学）

○平成８年度から新たに着任された先

生がたは次の５名である。

高宮真介教授（担当：建築設計製図，

設計演習）

佐藤慎也助手（建築学科　高宮・本杉

研究室）

重枝　豊助手（建築学科　片桐研究室）

八藤後猛助手（建築学科　野村・石田

研究室）

田所辰之助助手（短期大学部建設学科

建築コース）

○また，非常勤講師の先生がたは次の

ように交代となった。（ ）内は担当科

目。敬称略。

・新任（建築学科９名，大学院２名，

短期大学部３名）

小川守之（建築設計製図Ⅰ，Ⅱ）

山崎敬三（基礎製図法，建築設計製図

Ⅰ）

飯田善彦（建築設計製図Ⅲ）

曽我部昌史（建築設計製図Ⅱ，Ⅲ）

坂　　茂（建築設計製図Ⅲ）

吉田鋼市（近代建築史）

雪竹正治（電子演算Ⅱ）

三箸宣子（地域開発計画Ⅱ）

本間祥介（経済学特論Ⅰ；経済学部教

授，兼担）

入江正之（大学院：建築歴史意匠特論）

丸尾直美（大学院：不動産経済特論）

矢代真巳（短大：建築史Ⅱ，建築設計

製図Ⅰ）

鳥居和茂（短大：建築設計製図Ⅱ，Ⅲ）

大沢悟郎（短大：建築設計製図Ⅰ）

・退任（建築学科７名，大学院１名，

短期大学部１名）

堀江悦男（建築設計製図Ⅱ，Ⅲ）

江口征男（建築設計製図Ⅱ，Ⅲ）

渡辺　明（設計演習Ⅰ）

棚橋廣夫（設計演習Ⅱ）

竹内　啓（地域開発計画Ⅱ）

篠原正博（経済学特論Ⅰ）

呉屋彦四郎（基礎製図法，建築設計製

図Ⅰ）

五井一雄（大学院：不動産経済特論）

廣瀬哲久（短大：建築設計製図）

○学科内昇格

片桐正夫助教授→教授（平成８年４月

より）。

■３月25日に元気いっぱいで巣立った

平成７年度の卒業生は次の通り。

建築学科

（建築学，企画・経営コース）319名

大学院

建築学専攻，博士前期（修士）47名

同，博士後期課程 ３名

大学院

不動産科学専攻，博士前期（修士）11名

短期大学部建設学科建築コース 99名

■平成７年12月に定年退職した近江栄

先生の最終講義が，研究室主催で，去

る３月９日午後３時から901講堂で行わ

れた。「自分史を通して辿る近代建築

史研究の道程」と題する講演で，参加

した卒業生約320名を前に，相変わら

ず元気な近江節が披露された。
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